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東
労
局
が
長
時
間
労
働
削
減
で
要
請

第
26
ظ
物
流
経
営
࢜
課
ఔ
開
講
式

東
ト
協
、労
務
厚
生
ҕ
һ
会
を
開
催

陸
ࡂ
๷
、年
末・
年
始
労
ࡂ
๷
ࢭ
強
調
運
動

「
都
市
圏
物
資
流
動
調
査
」中
間
報
告

２４５６７

事
業
ଘ
続
の
ة
機

に
௚
面
し
て
い
る

と
し
て
、
Ψ
ι
リ

ン
੫
の
࢑
定
੫
率

ഇ
ࢭ
の
議
࿦
に
౰

た
り
、
高
市
ૣ
බ

自
民
ౘ
総
ࡋ
が
ܰ

༉
引
取
੫
の
࢑
定

੫
率
ഇ
ࢭ
に
つ
い

て
ݴ
及
し
て
い
る

を
୹
ॖ
す
る
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
高
଎
ಓ
࿏
の
活
用
が

効
果
的
と
し
た
上
で
、「
高

଎
ಓ
࿏
料
金
水
準
の
引
き
Լ

げ
」を
ٻ
め
た
。

さ
ら
に
、「
ट
都
高
଎
な

ど
に
お
け
る
割
引
੍
度
の
֦

ॆ
」
と
し
て
、
ट
都
高
の
大

口
・
多
ස
度
割
引
の
֦
ॆ
ા

置
が
８
年
３
月
末
ま
で
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

延
長
を
ٻ
め
た
。
ट
都
高
料

金
の
割
引
੍
度
は
、
Ｎ
̚
Ｘ

̘
̤
３
社
と
౷
一
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
一
؏
し
た

割
引
੍
度
と
し
て
利
用
し
や

す
い
高
଎
ಓ
࿏
ω
ッ
ト
ϫ
ー

ク
の
実
ݱ
を
要
๬
し
た
。
特

に
、
東
京
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
、
域
内
で
の
Ք
働

が
多
い
た
め
、
ट
都
高
の
利

用
の
中
心
と
な
る
ன
間
の
割

引
੍
度
の
֦
ॆ
を
、
東
京
都

議
会
に
要
๬
し
て
い
る
と
આ

明
し
た
。

༧
ࢉ
・
施
策
関
係
要
๬
で

は
、「ứ
２
０
３
０
年
度
に
向

け
た
政
府
の
中
長
ظ
計
画
Ừ

へ
の
対
応
に
係
る
支
ԉ
」
と

し
て
、「
適
正
運
௞
ऩ
受
・

Ձ
格
転
Շ
に
向
け
た
支
ԉ
」

を
ڍ
げ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
௞

上
げ
の
実
ݱ
に
向
け
て
、
ඪ

準
的
運
௞
を
は
じ
め
、
各
料

金
の
確
実
な
ऩ
受
な
ら
び
に

Ձ
格
転
Շ
の
た
め
、
荷
主
企

業
な
ど
に
対
す
る
、
さ
ら
な

る
働
き
か
け
を
ٻ
め
た
。

さ
ら
に
、６
月
に
ト
ラ
ッ

ク
事
業
適
正
化
関
連
法
が

可
ܾ
・
成
立
し
、
適
正
原
Ձ

の
९
क
が
義
務
化
さ
れ
る
意

義
は
大
き
く
、
適
正
原
Ձ
に

つ
い
て
、
ݱ
場
の
生
の
੠
を

ฉ
い
て
も
ら
い
、
各
事
業
者

が
事
業
を
ܧ
続
し
て
い
く
た

め
、
ඞ
要
不
可
ܽ
な
౤
資
の

原
資
が
適
正
原
Ձ
に
൓
ө
さ

れ
る
よ
う
、
よ
り
一
૚
の
支

ԉ
を
ٻ
め
た
。

同
日
は
要
๬
事
項
の
આ
明

後
、
出
席
議
һ
と
の
間
で
意

ݟ
交
׵
が
行
わ
れ
、
࢑
定
੫

率
ഇ
ࢭ
に
よ
る
Ө
ڹ
、
人
手

不
足
と
௞
上
げ
、
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
活
用
、
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
の
࠾
用
促
進
な
ど

に
つ
い
て
࣭
ٙ
応
౴
し
た
。

令
和
７
年
ळ
の
ঀ
܄
で
、

東
ト
協
෭
会
長
の
஛
内
政

࢘
氏（
஛
内
運
輸
工
業
社
長
）

が
Ѵ
日
૒
光
ষ
を
受
ষ
し

た
。
な
お
、
国
土
交
通
省
関

係
の
受
ষ
者
は
３
２
１
人
。

ঀ
܄
受
ষ
者
の
఻
ୡ
式
は
11

月
12
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
る
。

自
民
ౘ
都
連
に
よ
る
来
年

度
国
Ո
༧
ࢉ
・
੫
੍
վ
正
౳

要
๬
ௌ
取
会
に
水
野
功
会
長

を
は
じ
め
、
原
島
藤
ᆹ
・
ླ

໦
ོ
ࢤ
・
٠
஑
正
ߒ
・
ࡾ
ଜ

Ғ
一
࿠
各
෭
会
長
ら
が
出
席

し
要
๬
し
た
も
の
。

要
๬
に
౰
た
り
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
水
野
会
長
は
、

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
、

国
民
の
฻
ら
し
や
経
済
活
動

を
支
え
る
Τ
ッ
セ
ン
シ
Ỿ
ル

ϫ
ー
カ
ー
と
し
て
の
੹
務
を

自
֮
し
、
さ
ま
͟
ま
な
工
෉

を
ڽ
ら
し
な
が
ら
、
輸
送
能

力
の
不
足
が
ݦ
ࡏ
化
し
な
い

よ
う
に
ඞ
ࢮ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ࡢ

今
の
ܰ
༉
Ձ
格
の
高
ࢭ
ま

り
、車
両
Ձ
格
の
高
ಅ
な
ど
、

Ձ
格
転
Շ
が
進
ま
な
い
状
況

に
あ
り
、
こ
の
努
力
も
今
や

ݶ
界
を
ܴ
え
つ
つ
あ
る
」
と

ૌ
え
た
。

ま
た
、
２
０
３
０
年
の
輸

送
力
不
足
に
対
し
て
、
政
府

の
中
長
ظ
計
画
や
法
վ
正
、

新
法
が
成
立
さ
れ
る
中
、「
協

会
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
フ

Ỹ
ー
ス
ト
の
考
え
を
も
と

に
、
適
正
運
௞
・
料
金
の
ऩ

受
、
適
切
な
Ձ
格
転
Շ
お
よ

び
人
ࡐ
確
保
に
向
け
た
支
ԉ

な
ど
、
さ
ま
͟
ま
な
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
ݱ

状
」
と
し
、
要
๬
の
実
ݱ
を

ٻ
め
た
。

こ
の
後
、
੫
੍
金
༥
ҕ
һ

長
の
ླ
໦
෭
会
長
が
全
ト

協
要
๬
事
項
と
し
て
、
੫
੍

վ
正
関
係
要
๬
３
項
目
、
ಓ

国
土
交
通
省
と
公
正
取
引

ҕ
һ
会
は
10
月
2ÿ
・
2Ā
日
の

２
日
間
、
都
内
で
ա
ڈ
最
大

規
模
と
な
る
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
̜
ϝ
ン
に
よ
る
合
同
荷
主

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
に

は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

̜
ϝ
ン
／
本
省
３
人
、

同
／
地
方
運
輸
局
27
人

と
公
取
ҕ
３
人
、
東
京

都
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
実
施
機
関

（
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
）の
̜
ϝ
ン
調
査
һ

３
人
、
新
設
の
̜
ϝ
ン

ア
シ
ス
タ
ン
ト
５
人
の

41
人
が
参
加
。

̜
ϝ
ン
ら
は
、
10
൝

に
分
か
れ
、
日
本
橋
・

ീ
重
ऱ
、
ौ
୩
・
恵
ൺ
ण
・

目
ࠇ
、水
ಓ
橋
・
お
஡
の
水
、

੨
海
、大
崎・浜
দ
ொ
、京
浜
、

ߐ
東
、
੺
ࡔ
・
ދ
ノ
門
、
新

॓
、
港
区
・
ࣳ
Ӝ
の
都
内
10

Τ
リ
ア
の
ݐ
設
・
土
໦
、
మ

ー
ル
の
実
施
に
先
ۦ
け
て
2ÿ

日
、
千
代
田
区
の
国
交
省
で

行
わ
れ
た
出
ൃ
式
で
は
、
国

交
省
の
岡
野
ま
さ
子
大
臣

官
房
総
括
審
議
官
と
、
公
取

ҕ
の
向
Ҫ
康
ೋ
官
房
審
議
官

が
あ
い
さ
つ
。
岡
野
氏
は
、

「
皆
さ
ん
の
活
動
は
物
流
業

界
の
健
全
化
に
向
け
た
ૅ
で

あ
り
、
明
る
い
ະ
来
を
切
り

開
く
力
と
な
る
。
ތ
り
と
࢖

໋
感
を
持
っ
て
、
ؽ
વ
と
臨

ん
で
ほ
し
い
」
と
̜
ϝ
ン
ら

に
ݺ
び
か
け
た
。
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
̜
ϝ
ン
ら
が
荷
主

企
業
や
ݩ
請
け
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
を
๚
問
し
、
各
企

業
の
ݱ
場
੹
೚
者
な
ど
が
対

応
。
ト
ラ
ッ
ク
法
վ
正
、
物

効
法
、
取
適
法
関
連
の
資
料

を
配
付
す
る
と
と
も
に
、
周

知
徹
底
を
ٻ
め
た
。

߯
、小
ച
り
、৯
品
・
ҿ
料
、

機
ց
・
化
成
品
౳
੡
଄
業
な

ど
の
荷
主
企
業
と
、
ݩ
請
け

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
、
そ
の
他

物
流
事
業
者
を
対
象
に
、
対

面
に
よ
る
๚
問
調
査
を
行
っ

た
。
東
京
に
は
全
国
の
大
企

業
の
44
・
２
％
が
集
中
し
、

地
方
に
本
社
を
持
つ
荷
主
の

主
要
支
店
も
数
多
く
ଘ
ࡏ
す

る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
੠
を
ฉ

い
た
各
地
方
運

輸
局
の
̜
ϝ
ン

が
、
東
京
の
荷

主
な
ど
に
そ
の

੠
を
ಧ
け
る
活

動
と
し
て
実
施

し
た
も
の
。

合
同
パ
ト
ロ

東
京
運
輸
支
局
と

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
ߏ
成
す
る「
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け

る
取
引
環
境
・
労
働

時
間
վ
ળ
東
京
都
地

方
協
議
会
」
は
、
վ

正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
施
行
に
൐

う
取
引
実
ଶ
を
把
握
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
経
༝

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
ࠓ
߸

ʹ
ν
ϥ
γ
Λ
ಉ
෧
）を
実
施

し
て
い
る
。
回
౴
ظ
ݶ
は
11

月
2ÿ
日
ま
で
。

ま
た
、
東
ト
協
は
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ト
イ
レ

事
情
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
東

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施

し
て
い
る
。
女
性
部（
原
ྰ

子
本
部
長
）で
は
、
女
性
の

活
༂
推
進
や
ジ
ỻ
ン
μ
ー
主

流
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
վ
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
౴
へ
の
協

力
を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。
回

౴
ظ
日
は
、
第
１
࣍
క
め
切

り
ử
11
月
30
日
、
第
２
࣍
క

め
切
り
ử
12
月
26
日
。

こ
と
か
ら
、
೩
料
අ
ෛ
担
の

ܰ
減
を
図
り
、
物
流
の
持
続

性
を
維
持
す
る
た
め
、「
ܰ

༉
引
取
੫
の
࢑
定
੫
率
ഇ

ࢭ
」を
ٻ
め
た
。

ま
た
、「
運
輸
事
業
ৼ
ڵ

ॿ
成
交
付
金
੍
度
の
ܧ
続
」

で
は
、
交
付
金
੍
度
は
中
小

事
業
者
が
大
半
を
઎
め
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
安
定
的

な
事
業
を
行
う
た
め
に
૑
設

さ
れ
た
も
の
で
、
全
国
の
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
活
動
原
資
と

な
っ
て
お
り
、
事
ނ
๷
ࢭ
対

策
、
環
境
対
策
、
ࡂ
֐
時
の

ۓ
急
輸
送
対
策
な
ど
に
活
用

し
、国
民
生
活
の
安
定
向
上
、

経
済
社
会
の
ൃ
ల
に
د
༩
す

る
も
の
と
આ
明
。
今
後
も
こ

れ
ら
の
対
策
を
実
施
し
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が
公
共
輸

送
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
の

適
正
な
੔
උ
と
適
切
な
処
۰

を
確
保
す
る
た
め
に
、
交
付

金
੍
度
の
ܧ
続
の
ඞ
要
性
を

ૌ
え
た
。

ಓ
࿏
関
係
要
๬
で
は
、
深

刻
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
の
中
、
問
題
の
ղ
ܾ
を

図
る
た
め
に
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
の
վ
ળ
、
長

時
間
労
働
の
ੋ
正
が
ඞ
要
不

可
ܽ
で
あ
り
、
対
策
の
一
つ

と
し
て
輸
送
に
要
す
る
時
間

࿏
関
係
要
๬
５
項

目
、
༧
ࢉ
・
施
策

関
係
要
๬
４
項
目

の
実
ݱ
を
ٻ
め
、

特
に
東
ト
協
に
関

連
す
る
５
項
目
に

つ
い
て
આ
明
し

た
。੫

੍
վ
正
関
連

要
๬
で
は
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で

ܰ
༉
Ձ
格
の
高
ࢭ

ま
り
が
続
く
中
、

荷
主
౳
へ
の
Ձ
格

転
Շ
も
進
ま
ͣ
、

վਖ਼ۀࣄ๏ʹ
͔͔ΔΞϯέʔτ
ೋ࣍ݩίʔυ

υϥΠόʔͷτΠϨ
৘Ξϯέʔτࣄ
ೋ࣍ݩίʔυ

軽油引取税暫定税率廃止  交付金制度の継続求める
東
ト
協

ࣗ
ຽ
ౘ
౎
࿈
ʹ
ཁ
๬

ద
ਖ਼
運
௞
ऩ
ड
ɾ
Ձ
֨
స
Շ
΁
ͷ
ࢧ
ԉ
Λ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）は
10
月
29
日
、自
由
民
主
党

東
京
都
支
部
連
合
会（
井
上
信
治
会
長
）に
対
し
、全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
令
和
８
年
度「
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」を
提
出

し
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
安
定
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、国
民

や
荷
主
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、わ
が
国
の
経
済
活
動
を
支
え
る
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
た
。
あ
わ
せ

て
、東
ト
協
独
自
の「
東
京
都
へ
の
特
別
要
望
書
」を
提
出
し
た
。

஛
಺
氏
ʹ
Ѵ
೔
૒
ޫ
ষ

東
ト
協

෭
ձ
௕ 令

和
７
年

秋
の
叙
勲

τϥοΫ・෺ྲྀ̜ϝン
߹ಉ荷ओύτϩーϧ

Ξϯέʔτௐࠪ΁ͷྗڠΛ
υ
ϥ
Π
ό
ồ
ͷ
ト
Π
Ϩ
ࣄ
৘
東
ト
協

վ
ਖ਼
ࣄ
ۀ
๏
東
京
都
஍
ํ
協
議
会

ա
ڈ
࠷
େ
ن
໛
౎
಺
΁
ग़
ಈ

ࠃ
交
ল
ɾ
ެ
औ
ҕ
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経
済
࢈
業
省
中
小
企
業
庁

と
公
正
取
引
ҕ
һ
会
は
10
月

2ÿ
日
、
中
企
庁
事
業
環
境
部

長
・
公
取
ҕ
事
務
総
局
官
房

審
議
官
の
連
名
で
関
係
事
業

者
団
体
に
対
し
、
จ
書「
サ

プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全
体
で
の

東
京
労
働
局（
増
田
࢚
࿠

局
長
）は
10
月
21
日
、
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め

各
団
体
に
対
し
、「
長
時
間

労
働
削
減
を
始
め
と
す
る
働

き
方
の
ݟ
௚
し
に
向
け
た
取

組
に
関
す
る
要
請
書
」
を
ൃ

な
Ձ
格
転
Շ
を
定
ண
さ
せ
る

取
引
環
境
の
੔
උ
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
Լ
請
代

金
支
෷
஗
延
౳
๷
ࢭ
法
及
び

Լ
請
中
小
企
業
ৼ
ڵ
法
の
一

部
を
վ
正
す
る
法
཯
」
が
今

年
５
月
に
成
立
・
公
෍
。
こ

の
վ
正
法
は
令
和
８
年
１
月

１
日
に
施
行
さ
れ
、
Լ
請
代

金
支
෷
஗
延
౳
๷
ࢭ
法
は
、

中
小
受
ୗ
取
引
適
正
化
法

（
取
適
法
）に
な
る
と
し
た

上
で
、
こ
の
施
行
に
൐
い
、

੡
଄
ҕ
ୗ
౳
代
金
を
支
෷
う

事
業
者
が
、
そ
の
サ
イ
ト
を

ԁ
׈
に
୹
ॖ
す
る
た
め
に

は
、
自
ら
が
受
け
取
る
代
金

の
サ
イ
ト
が
୹
ॖ
さ
れ
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、

そ
の
川
上
の
事
業

者
も
ؚ
め
た
サ
プ

ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全

体
で
サ
イ
ト
が
୹
ॖ
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
取
適
法
の
対

象
と
な
ら
な
い
取
引
も
ؚ

め
、
サ
プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全

体
で
の
サ
イ
ト
୹
ॖ
の
取
り

組
み
や
、
サ
イ
ト
の
୹
ॖ
に

取
り
組
Ή
事
業
者
の
資
金
܁

り
へ
の
Ө
ڹ
に
配
ྀ
を
ٻ
め

た
も
の
。

取
適
法
で
は
、
施
行
後
に

ൃ
஫
さ
れ
る
੡
଄
ҕ
ୗ
౳
に

係
る
代
金
の
支
෷
い
に
つ

い
て
、
手
ܗ
෷
い
を
ې
ࢭ
す

る
と
と
も
に
、
ి
子
記
録
࠴

ݖ
や
一
括
ܾ
済
方
式
と
い
っ

た
そ
の
他
の
支
෷
い
手
ஈ
に

つ
い
て
も
、
支
෷
い
ظ
日
ま

出
し
た
。

要
請
書
で
は
、11
月
の「
ա

労
ࢮ
౳
๷
ࢭ
ܒ
ൃ
月
間
」
と

「
ա
労
ࢮ
౳
๷
ࢭ
の
た
め
の

集
中
的
な
ܒ
ൃ
ظ
間
」
に
関

し
て
、
ि
労
働
40
時
間
以
上

の
ޏ
用
者
の
う
ち
同
60
時
間

以
上
の
割
合
を
５
％
以
Լ

（
令
和
10
年
ま
で
）、
年
࣍
有

給
ٳ
Ջ
の
取
得
率
70
％
以
上

（
10
年
ま
で
）な
ど
を
๷
ࢭ
対

策
の
数
஋
目
ඪ
と
し
て
い
る

た
め
、11
月
を「
ա
重
労
働
ղ

ফ
Ω
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
」
ظ
間
と

定
め
、
取
り
組
み
を
進
め
る

よ
う
協
力
を
ٻ
め
た
も
の
。

要
請
項
目
は
、࣍
の
通
り
。

１
⁒
労
働
時
間
を
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
に
加
え
、
長

時
間
労
働
を
前
提
と
し
た
労

働
׳
行
か
ら
の
୤
٫
を
図
る

こ
と
で
時
間
外
労
働
の
削
減

に
取
り
組
Ή
と
と
も
に
、
年

࣍
有
給
ٳ
Ջ
を
取
得
し
や
す

い
ง
囲
ؾ
を
ৢ
成
す
る
た
め

の
取
り
組
み
౳
を
積
極
的
に

行
う
こ
と

（
۩
体
的
な
取
り
組
み
ྫ
）

・
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
ϝ

ッ
セ
ー
ジ
の
ൃ
৴

・
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

੍
度
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

੍
、
テ
レ
ϫ
ー
ク
、
年
࣍
有

給
ٳ
Ջ
の
計
画
的
付
༩
੍

度
、
時
間
୯
位
の
年
࣍
有
給

ٳ
Ջ
੍
度
౳
の
ಋ
入

・
ノ
ー
࢒
業
デ
ー
の
設
定

・
年
࣍
有
給
ٳ
Ջ
の
取
得

に
よ
る
連
ٳ
の
実
）ݱ
プ
ラ

ス
ϫ
ン
ٳ
Ջ
）౳

２
⁒
６
年
４
月
１
日
か
ら

時
間
外
労
働
の
上
ݶ
規
੍
が

適
用
さ
れ
た
ݐ
設
の
事
業
、

自
動
車
運
転
の
業
務
に
つ

い
て
は
、
長
時
間
労
働
の
എ

ܠ
と
し
て
、
取
引
׳
行
上
の

課
題
が
ڍ
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、ᾇ

ݐ
設
工
事
の
ൃ
஫
者
と

な
る
場
合
に
は
、
ि
ٳ
２
日

を
確
保
す
る
こ
と
に
配
ྀ
し

た
適
正
な
工
ظ
設
定
と
な
る

よ
う
考
ྀ
す
る
こ
と

ᾈ
荷
主
と
な
る
場
合
に

は
、
長
時
間
の
߃
ৗ
的
な
荷

଴
ち
を
ൃ
生
さ
せ
な
い
取
り

組
み
౳
を
行
う
こ
と

（
۩
体
的
な
取
り
組
み
ྫ
）

・
入
ݿ
時
刻
の
༧
約
な
ど

荷
物
の
積
み
Լ
Ζ
し
に
関
す

る
༧
約
受
付
シ
ス
テ
ム
の
ಋ

入
・
パ
レ
ッ
ト
౳
の
活
用

・
े
分
な
納
品
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
確
保

・
運
送
を
考
ྀ
し
た
出
荷

時
刻
の
設
定
౳

３
⁒
自
社
の
働
き
方
վ
ֵ

౳
に
よ
り
、
取
引
先
中
小
事

業
者
に
適
正
な
コ
ス
ト
ෛ
担

ま
た
、
中
小
企
業
౳
が
௞

上
げ
の
原
資
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
取
引
事
業
者
全
体

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
、労
務
අ
、原
ࡐ
料
අ
、Τ

ω
ル
Ϊ
ー
コ
ス
ト
の
上
ঢ
分

を
適
切
に
転
Շ
で
き
る
よ
う

取
り
組
Ή
こ
と

４
⁒
５
年
４
月
１
日
か
ら

の
、
中
小
企
業
に
お
け
る
月

60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
に
対
す
る
割
増
௞
金
率
の

引
き
上
げ
へ
の
対
応
も
ؚ

め
、
時
間
外
労
働
に
対
す
る

割
増
௞
金
を
適
正
に
支
෷
う

こ
と

い
ظ
日
ま
で
に
、
౰
֘
代
金

の
満
ֹ
に
相
౰
す
る
金
મ
を

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
そ
の
࢖
用
が
ې
ࢭ

さ
れ
る
こ
と（
ྫ
え
ば
、
物

品
౳
の
受
領
日
か
ら
ى
ࢉ
し

て
60
日
を
超
え
る
満
ظ
を
設

定
し
た
ి
子
記
録
࠴
ݖ
ま
た

は
一
括
ܾ
済
方
式
を
࢖
用
す

る
支
෷
い
は
、
原
ଇ
と
し
て

ې
ࢭ
さ
れ
る
）。

２
⁒
取
適
法
対
象
外
の
取

引
に
つ
い
て
も
、
サ
イ
ト
を

੡
଄
ҕ
ୗ
౳
に
係
る
物
品
౳

の
受
領
日
か
ら
ى
ࢉ
し
て

60
日
以
内
に
୹
ॖ
す
る
、
代

金
の
支
෷
い
を
で
き
る
ݶ
り

ݱ
金
に
よ
る
も
の
と
す
る
な

ど
、
サ
プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全

体
で
の
支
෷
い
の
適
正
化
に

努
め
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、

ݐ
設
工
事
、
大
ܕ
機
ث
の
੡

଄
な
ど
ൃ
஫
か
ら
納
品
ま
で

の
ظ
間
が
長
ظ
に
わ
た
る
取

引
に
お
い
て
は
、
ൃ
஫
者
は

支
෷
い
の
適
正
化
と
と
も

東
日
本
、
中
日
本
、
西
日

本
の
各
高
଎
ಓ
࿏（
Ｎ
̚
Ｘ

̘
̤
）３
社
は
10
月
2Ā
日
、

高
଎
ಓ
࿏
の
深
໷
割
引
੍
度

の
ݟ
௚
し
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
੔
උ
の
状

況
に
つ
い
て
ൃ
表
し

た
。Ｎ

̚
Ｘ
̘
̤
３
社

で
は
、
広
域
的
な
̚

̩
̘
シ
ス
テ
ム
ো
֐

の
Ө
ڹ
に
よ
り
、
深

໷
割
引
ݟ
௚
し
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
੔
උ
を
一
時

中
அ
し
て
い
た
が
、
ݱ
ࡏ
は

࠶
開
し
、
૸
行
ཤ
ྺ
情
報
の

࡞
成
お
よ
び
ؐ
ݩ
ֹ
計
ࢉ
用

に
、
前
෷
い
ൺ
率
、
ظ
中
෷

い
ൺ
率
を
で
き
る
ݶ
り
高
め

る
な
ど
、
支
෷
い
৚
݅
の
վ

ળ
に
努
め
る
こ
と
。

高
市
内
閣
が
10
月
21
日
に

ൃ
足
し
、国
土
交
通
෭
大
臣

に
は
、自
༝
民
主
ౘ
の
ࠤ
々

໦
ل
ऺ
議
院
議
һ（
ੴ
川
県

第
２
区
、51
ࡀ
）と
、ञ
Ҫ
༱

行
参
議
院
議
һ（
愛
知
県
、

73
ࡀ
）が
そ
れ
ぞ
れ
ब
೚
。

ま
た
大
臣
政
務
官
に
は
、

同
じ
く
自
民
ౘ
の
加
藤
竜
঵

ऺ
議
院
議
һ（
長
崎
県
第
２

区
、45
ࡀ
）、永
Ҫ
学
参
議
院

議
һ（
山
ས
県
、
51
ࡀ
）、
上

田
ӳ
ढ़
ऺ
議
院
議
һ（
෋
山

県
第
２
区
、
60
ࡀ
）が
そ
れ

ぞ
れ
ब
೚
し
た（
෭
大
臣
・

大
臣
政
務
官
は
10
月
22
日

付
）。

を
൐
わ
な
い
୹
納

ظ
ൃ
஫
や
ൃ
஫
内

༰
の
ස
ൟ
な
変
更

な
ど
の「
し
わ
د

せ
」
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
取
引
上
ඞ
要

な
配
ྀ
を
行
う
こ

と

で
に
代
金
に
相
౰
す
る
金

મ（
手
数
料
౳
を
ؚ
Ή
満
ֹ
）

を
得
る
こ
と
が
ࠔ
೉
な
も
の

を
ې
ࢭ
し
て
い
る
。

要
請
項
目
は
、࣍
の
通
り
。

ừ
α
ϓ
ϥ
Π
ν
ỻ
ồ
ϯ
શ

ମ
Ͱ
ͷ
ࢧ
෷
͍
ͷ
ద
ਖ਼
Խ
ʹ

ͭ
͍
ͯ
Ử

支
෷
い
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
ࡿ
Լ
会
һ
に
対
し
、

以
Լ
を
周
知
・
要
請
す
る
。

１
⁒
８
年
１
月
１
日
か
ら

取
適
法
が
施
行
さ
れ
、
同
日

以
後
の
ൃ
஫
に
係
る
੡
଄
ҕ

ୗ
౳
代
金
の
支
෷
い
に
手
ܗ

を
交
付
す
る
こ
と
が
ې
ࢭ
さ

れ
る
こ
と
。
ま
た
、
ి
子
記

録
࠴
ݖ
や
一
括
ܾ
済
方
式
౳

の
ݱ
金
以
外
の
支
෷
い
手
ஈ

に
つ
い
て
も
、
物
品
౳
の
受

領
か
ら
ى
ࢉ
し
て
60
日
以
内

に
定
め
ら
れ
る
代
金
の
支
෷

機
ث
へ
デ
ー
タ
連
携
す
る
機

能
の
ߏ
ங
を
৻
重
に
進
め
て

い
る
。

な
お
、
深
໷
割
引
ݟ
௚
し

の
運
用
開
始
時
ظ
は
、

８
年
度
以
߱
に
な
る
ݟ

ࠐ
み
で
、
デ
ー
タ
連
携

機
能
の
ߏ
ங
׬
ྃ
後
、

૸
行
ཤ
ྺ
情
報
を
も
と

に
、
深
໷
割
引
適
用
時

間
ଳ
の
૸
行
ڑ
཭
に
応

じ
た
ؐ
ݩ
ֹ
が
正
し
く

ࢉ
出
さ
れ
る
よ
う
、
一

連
の
シ
ス
テ
ム
の
動
࡞
確
認

お
よ
び
ݕ
証
࡞
業
を
৻
重
に

行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

支
෷
の
適
正
化

に
つ
い
て
」
を

ൃ
出
し
た
。

要
請
で
は
、

物
Ձ
上
ঢ
に
ෛ

け
な
い
௞
上
げ

の
原
資
を
確
保

で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
サ

プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー

ン
全
体
で
適
切

౦࿑ہͷ૿ాہ௕͸��݄��೔ɺ౦ژ
ձʢ෌ా఩࿠ձ௕ʣΛ๚໰ڠӦऀܦ
͠ɺࠜ ຊউଇઐ຿ཧࣄʢࣸਅ᷁ʣʹ ཁ
੥ॻΛखަ͠ɺʮաॏ࿑ಇղফΩϟϯ
ϖʔϯʯ΁ͷऔΓ૊ΈΛٻΊͨɻ

Ճ౻ࢯ

ࢯʑ໦ࠤ

ӬҪࢯ

ञҪࢯ

ࢯా্

α
ϓ
ϥ
Π
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ỻ
ồ
ϯ
શ
ମ
Ͱ
ͷ

ࢧ
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͍
ͷ
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Խ
Λ
ཁ
੥
த
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ி

ެ
औ
ҕ

௕
࣌
間
࿑
ಇ
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ݮ
ỏಇ
͖
ํ

ͷ
ݟ
௚
͠
΁
औ
Γ
૊
Έ
ཁ
੥

αイτの୹ॖ・ࢿ金
ΊΔٻりへの഑ྀ܁

౦࿑ہ

ࠃ
ަ
෭
େ
ਉ
ʹ
ࠤ
ʑ
໦
ɾ
ञ
Ҫ
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େ
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੓
຿
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ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
東
京

だ
け
で
な
く
、
全
国
的
な
問

題
だ
。
そ
の
中
で
、
従
来
と

は
ҟ
な
る
ݱ
象
も
生
じ
て
い

る
。
۝
भ
に
本
社
を
置
く
あ

る
中
小
事
業
者
で
は
、「
長

ڑ
཭
ド
ラ
イ
バ
ー
よ
り
も
近

場
の
集
配
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

が
࢒
業
時
間
が
長
い
」
と
い

う
ٯ
転
ݱ
象
が
ى
き
て
い
る
。

同
社
は
、
۝
भ
Τ
リ
ア
に

ෳ
数
の
営
業
所
を
ߏ
え
、
関

西
や
関
東
に
も
ڌ
点
を
持

つ
。
営
業
所
間
の
長
ڑ
཭
װ

ઢ
輸
送
と
、
各
営
業
所
を
ڌ

点
と
し
た
近
ڑ
཭
の
集
配
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

以
前
は
、
長
ڑ
཭
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
が
大
き

な
課
題
だ
っ
た
が
、
高
଎
ಓ

࿏
利
用
の
֦
大
や
、
ߤ
࿏
と

時
間
ଳ
が
合
え
ば
可
能
な
ݶ

い
が
、
࡞
業
ྔ
が
多
少
増
え

て
も
、
࢒
業
時
間
な
ど
に
大

き
な
問
題
は
な
い
。「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
ध
要
が
、
結
果

的
に
౰
社
に
ຯ
方
し
て
い

る
」と
同
社
は
࿩
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
は
ド

ラ
イ
バ
ー
を
確
保
で
き
る
か

ど
う
か
が
、
企
業
間
格
ࠩ
を

生
Ή
大
き
な
要
Ҽ
と
な
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化

す
る
一
方
で
、
࠾
用
や
定
ண

に
さ
ほ
ど
ࠔ
っ
て
い
な
い
事

業
者
も
ଘ
ࡏ
す
る
。
そ
の
一

൪
の
理
༝
は
、
働
き
や
す
い

労
働
環
境
づ
く
り
が
で
き
、

ื
集
活
動
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

も
長
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
労
働
環
境
の
վ
ળ
や
人

ࡐ
確
保
へ
の
工
෉
が
、
今
後

の
企
業
競
૪
力
を
ࠨ
ӈ
す
る

時
代
に
入
っ
て
い
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

森
田
෋
࢜
෉
）

り
、
װ
ઢ
輸
送
を
フ
ỻ
リ
ー

へ
シ
フ
ト
し
て
き
た
結
果
、

長
ڑ
཭
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
間

࢒
業
時
間
は
平
均
７
２
０
時

間
ఔ
度
に
ま
で
減
少
し
た
。

൓
対
に
、
各
営
業
所
を
ڌ

点
と
し
た
近
ڑ
཭
集
配
業

務
で
は
、
協
力
会
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
協
力
会
社
が
こ
れ
ま

で
の
荷
物
ྔ
を
運
べ
な
く
な

り
、
自
社
で
対
応
せ
͟
る
を

得
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
結

果
と
し
て
、
近
ڑ
཭
ド
ラ
イ

バ
ー
の
࢒
業
時
間
が
長
ڑ
཭

ド
ラ
イ
バ
ー
を
上
回
る
よ
う

に
な
り
、
年
間
９
６
０
時
間

は
Լ
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

７
２
０
時
間
よ
り
か
な
り
長

く
な
っ
て
い
る
状
ଶ
だ
と
い

う
。こ

れ
は
、
協
力
会
社
の
ド

え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

だ
け
一
定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
だ
が
、
も
っ
と

ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
һ
で
き
れ

ば
、
よ
り
࢒
業
時
間
を
୹
ॖ

で
き
る
。

一
方
、
中
部
地
方
の
あ
る

中
小
事
業
者
で
は
、「
ࡢ
年

４
月
以
߱
、
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
が
௥
い
෩
に
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
。
荷
主
と

長
年
に
わ
た
っ
て
取
引
し
て

き
た
ط
ଘ
事
業
者
が
、
労
働

時
間
の
上
ݶ
規
੍
な
ど
に
よ

り
、
従
来
の
ド
ラ
イ
バ
ー
数

と
車
両
数
で
は
全
て
の
荷
物

を
運
Ϳ
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
新
規
࠾
用
を
ࢼ
み

て
も
応
ื
が
な
く
、
出
荷
ྔ

は
同
じ
で
も
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
で
運
べ
な
く
な
っ
て
い
る

状
況
が
生
じ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
た
め
、
荷
主
は
運
べ

な
く
な
っ
た
分
の
荷
物
を
新

た
に
運
送
で
き
る
事
業
者
を

୳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ

の
事
業
者
に
は
同
地
域
に
あ

る
ෳ
数
の
荷
主
企
業
か
ら
、

新
規
の
引
き
合
い
が
د
せ
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
オ
フ
Ỹ
ー

を
出
し
た
荷
主
企
業
の
担
౰

者
に「
な
ͥ
ฐ
社
に
੠
を
か

け
て
く
れ
た
の
で
す
か
」
と

ਘ
Ͷ
る
と
、ど
の
荷
主
も「
外

か
ら
ݟ
て
、
ޚ
社
は
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
で
ࠔ
っ
て
い
る
よ

う
に
ݟ
え
な
か
っ
た
か
ら
」

と
い
う
、
共
通
し
た
౴
え
が

あ
っ
た
と
い
う
。

実
際
に
、
同
社
で
は
新
規

の
荷
物
を
受
ୗ
し
て
も
運
行

に
支
ো
は
な
く
、
積
み
合
わ

せ
な
ど
を
৚
݅
に
す
れ
ば
、

ݱ
有
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ト
ラ
ッ

ク
で
対
応
が
可
能
だ
。
も
ち

Ζ
ん
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
数

に
༨
༟
が
あ
る
わ
け
で
は
な

ラ
イ
バ
ー
不
足
が
、
自
社
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
に
Ө

ڹ
を
及
΅
し
て
い
る
事
ྫ

だ
。
そ
れ
で
も
年
間
࢒
業
時

間
を
９
６
０
時
間
以
内
に
཈

近距離集配ドライバー残業増

「人手不足見えず」案件拡大

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
が
企
業
力
の
差
に

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
の
ٻ
荷
ٻ
車
情
報
ω
ッ

ト
ϫ
ー
ク
̬
ｅ
̱
̠
̞
̩
の

成
約
運
௞
ࢦ
数
に
よ
る
と
、

10
月
の
ࢦ
数
は
１
３
８
で
、

前
月
と
変
わ
ら
ͣ
、
前

年
同
月
を
１
⻲
Լ
回
っ

た
。成

約
運
௞
ࢦ
数
は
、

２
か
月
連
続
で
前
年
度
同
月

ൺ
を
Լ
回
っ
た
が
、
ґ
વ
と

し
て
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。

荷
物
情
報（
ٻ
車
）
登
録

݅
数
は
15
万
８
６
９
７
݅

で
、
前
年
同
月
ൺ
13
・
７
％

減
少
。
成
約
率
は
16
・
９
％

で
同
２
・
２
⻲
増
加
し
た
。

厚
生
労
働
省

は
10
月
2ÿ
日
、

「
令
和
７
年
൛

ա
労
ࢮ
౳
๷
ࢭ

対
策
白
書
」
を

公
表
し
た
。
白

書
は
、
ա
労
ࢮ

౳
๷
ࢭ
対
策
推

進
法
に
基
づ
き

ຖ
年
ま
と
め
ら

れ
る
も
の
で
、

東
京
都
中
小
企
業
ৼ
ڵ
公

社
は
、
原
ࡐ
料
අ
や
人
݅
අ

の
上
ঢ
を
Ձ
格
に
転
Շ
し
に

く
い
中
小
企
業
を
支
ԉ
す
る

た
め
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

౳
を
活
用
し
た
Ձ
格
転
Շ
・

௞
上
げ
支
ԉ
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。
事
業
で
は
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
提
ڙ

す
る
デ
ジ
タ
ル
π
ー
ル
を
活

用
し
、原
Ձ
や
人
݅
අ
の「
ݟ

え
る
化
」
を
図
る
こ
と
で
、

取
引
先
と
の
Ձ
格
交
ব
力
の

今
回
で
10
回
目
と
な
る
。
近

年
、
増
加
し
て
い
る
ա
労
ࢮ

な
ど
の
労
働
ࡂ
֐
請
ٻ
݅
数

や
労
ࡂ
支
給
ܾ
定
݅
数
に
関

す
る
܏
向
の
分
ੳ
結
果
、「
ա

労
ࢮ
౳
の
๷
ࢭ
の
た
め
の
対

策
に
関
す
る
大
ߝ
」
で
調
査

研
ڀ
の
重
点
業
छ
対
象
と
さ

れ
て
い
る「
自
動
車
運
転
従

事
者
」な
ど
の
動
向
の
ほ
か
、

労
働
行
政
機
関
な
ど
の
施
策

強
化
や
௞
上
げ
の
実
ݱ
を
後

押
し
す
る
。

事
務
局
は
、
デ
ロ
イ
ト
ト

ー
マ
π
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
β

リ
ー
が
運
営
。
支
ԉ
対
象
企

業
に
対
し
、
Ձ
格
転
Շ
や
௞

上
げ
に
関
わ
る
経
営
課
題
、

支
ԉ
ニ
ー
ζ
な
ど
を
事
前
に

ώ
ア
リ
ン
グ
し
、５
回
ఔ
度

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
。
支
ԉ
対
象
企
業
は
、
原

Ձ
管
理
・
人
݅
අ
管
理
ࢉ
定

な
ど
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
π

ー
ル
を
一
定
ظ
間
、
自
ݾ
ෛ

担
な
し
で
ト
ラ
イ
ア
ル
利
用

で
き
る
。
π
ー
ル
の
利
用
上

ݶ
ֹ
は
１
０
０
万
ԁ（
੫
ࠐ
）

ఇ
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク（
̩
̙
̗
）が
ま
と

め
た「
人
手
不
足
౗

࢈
の
動
向
調
査（
２

０
２
５
年
度
上
半

ظ
）」に
よ
る
と
、従

業
һ
の
཭
職
や
࠾
用
೉
、
人

݅
අ
高
ಅ
な
ど
を
原
Ҽ
と
す

る「
人
手
不
足
౗
）࢈
法
的
੔

理
、
ෛ
࠴
１
０
０
０
万
ԁ
以

上
）」は
、今
年
度
４
Ỗ
９
月

で
２
１
４
݅
ൃ
生
し
、
前
年

同
）ظ
１
６
３
݅
）を
大
き

く
上
回
っ
た
。
上
半
ظ
と
し

で
、
ト
ラ
イ
ア
ル
利
用
ظ
間

は
８
年
２
月
2ÿ
日
ま
で
。
利

用
上
ݶ
ֹ
ま
た
は
利
用
ظ
間

の
い
ͣ
れ
か
に
ୡ
し
た
時
点

で
利
用
は
ऴ
ྃ
す
る
が
、
ऴ

ྃ
以
߱
は
、
自
ݾ
ෛ
担
に
よ

り
ܧ
続
利
用
も
可
能
。

応
ื
資
格
は
、
都
内
に
本

店
ま
た
は
支
店
を
有
す
る
中

小
企
業
者
で
、い
わ
Ώ
る「
み

な
し
大
企
業
」は
対
象
外
。

ื
集
企
業
数
は
１
０
０
社
を

目
安
と
し
て
お
り
、
上
ݶ
企

業
数
に
ୡ
し
࣍
第
、
受
付
を

ऴ
ྃ
す
る
。詳
細
は
、専
用
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
参
照
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
事
務

て
は
�
年
連
続
で
、
ա
ڈ
最

多
を
更
新
し
て
い
る
。

業
छ
別
で
は
、「
ಓ
࿏
貨

物
運
送
業
」
が
33
（݅
前
年

同
ظ
1Ā
݅
）と
大
෯
に
増
加
。

物
流
業
界
全
体
で
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
が
続
き
、
人
݅
අ
の

高
ಅ
が
重
な
る
中
、
人
ࡐ
確

保
が
௥
い
つ
か
ͣ
に
事
業
が

ଘ
続
で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス

が
相
࣍
い
で
い
る
。
特
に
労

働
集
約
ܕ
の
サ
ー
ビ
ス
業
を

中
心
に
、
人
手
不
足
౗
࢈
が

増
加
し
て
い
る
。

局（
デ
ロ
イ
ト
ト

ー
マ
π
リ
ス
ク
ア

ド
バ
イ
β
リ
ー
／
ὸ
03
・
６

同
調
査
に
よ
る
と
、
ಓ
࿏

貨
物
運
送
業
の
Ձ
格
転
Շ
率

は
2ÿ
・
６
％
に
と
ど
ま
り
、

全
業
छ
平
均（
3Ā
・
４
％
）

を
大
き
く
Լ
回
っ
た
。
こ
れ

は
、
全
業
छ
と
ൺ
ֱ
し
て
10

⻲
以
上
௿
い
水
準
。
人
݅
අ

に
加
え
、
೩
料
අ
な
ど
あ
ら

Ώ
る
コ
ス
ト
の
上
ঢ
分
を
、

運
௞
に
൓
ө
で
き
な
い
実
情

が
ු
き
ூ
り
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
年
度
の
最
௿

௞
金
は
全
国
加
重
平
均
１
１

２
１
ԁ
と
ա
ڈ
最
大
の
引
き

上
げ
と
な
り
、
人
݅
අ
ෛ
担

の
増
大
は
ආ
け
ら
れ
な
い
。

̩
̙
̗
は「
௞
上
げ
༨
力
が

๡
し
い
中
小
企
業
で
は
、
今

後
もứ
௞
上
げ
೉
ܕ
Ừ
の
人

手
不
足
౗
࢈
が
高
水
準
で
続

く
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
ࢦ
ఠ

状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。

７
年
൛
で
は
、「
自
動
車

運
転
従
事
者
」
を
中
心
と
す

る「
運
輸
業
・
༣
便
業
」で
、

ґ
વ
と
し
て
全
࢈
業
に
ൺ

べ
、
長
時
間
労
働
の
多
い
業

छ
で
あ
る
と
ࢦ
ఠ
。
ि
60
時

間
以
上
働
く
ޏ
用
者
の
割
合

は
減
少
܏
向
に
あ
る
が
、「
運

輸
業
・
༣
便
業
」
は
全
࢈
業

平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
健

康
へ
の
Ө
ڹ
が
ݒ
念
さ
れ
る

と
し
た
。
ま
た
、６
年
度
೴・

心
ଁ
࣬
ױ
の
業
छ
別（
中
分

類
）の
労
ࡂ
請
ٻ
݅
数
と
支

給
ܾ
定
݅
数
で
最
も
多
い
の

が「
運
輸
業・༣
便
業
」の「
ಓ

࿏
貨
物
運
送
業
」
で
あ
り
、

職
छ
別（
中
分
類
）で
も「
輸

し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
コ
ス

ト
上
ঢ
が
同
時
に
進
Ή
状
況

Լ
で
、
運
送
事
業
者
に
は
業

務
効
率
化
や
取
引
৚
݅
の
ݟ

２
１
３
・
１
３
０
０
、
平
日

９
時
30
分
Ỗ
17
時
30
分
）ま

で
。

送
・
機
ց
運
転
従
事
者
」
の

「
自
動
車
運
転
従
事
者
」
が

最
も
多
い
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
。

白
書
で
は
、
こ
う
し
た
状

況
を
౿
ま
え
、
時
間
外
労
働

の
上
ݶ
規
੍
の
९
क
徹
底
や

長
時
間
労
働
の
削
減
、
ա
重

労
働
に
よ
る
健
康
ো
֐
の
๷

ࢭ
な
ど
各
छ
対
策
に
加
え
、

ա
労
ࢮ
౳
事
Ҋ
の
分
ੳ
、
༧

๷
研
ڀ
・
支
ԉ
π
ー
ル
の
開

ൃ
な
ど
の
調
査
研
ڀ
を
進
め

る
と
と
も
に
、
11
月
の「
ա

労
ࢮ
౳
๷
ࢭ
ܒ
ൃ
月
間
」
に

あ
わ
せ
た「
ա
重
労
働
ղ
ফ

Ω
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
」
を
通
じ
、

企
業
や
団
体
に
働
き
方
の
ݟ

௚
し
を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

௚
し
、
଴
۰
վ
ળ
な
ど
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
強
く
ٻ

め
ら
れ
て
い
る
。

ݪ
Ձủ
ݟ
͑
Δ
Խ
Ứ
Ͱ
Ձ
֨
ަ
ব
ޙ
ԡ
͠

ࣗ
ಈ
ं
ӡ
స
ै
ࣄ
ऀ
ͷ

݈
߁
֬
อ
Λ
ॏ
఺
に

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

10
月
は
１
３
８
に

前
年
比
１
㌽
減
少

શ τ ڠ
೔՟ڠ࿈

υ
ϥ
Π
ό
ồ
ෆ
଍
ਂ
ࠁ
Խ

ਓ
ख
ෆ
଍
౗
࢈
ա
ڈ
࠷
ଟ

東
京
都
த
খ
ا
ۀ
ৼ
ڵ
ެ
ࣾ

ε
λ
ồ
τ
Ξ
ỽ
ϓ
׆
༻
ࢧ
ԉ
事
ۀ

ఇࠃσーλバンΫௐࠪ

「ա࿑ࢮ౳๷ࢭରࡦനॻ」をެද
ް࿑লʗ̓೥൛
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ๆ
ඌ

߂
）ࢯ
Ϡ
グ
モ
運

輸
代
表
取
క
役
社
長
・
目
ࠇ

支
部
）
10
月
21
日
、
ࢮ
ڈ
。

ڗ
年
Ā3
ࡀ
。
૴
ّ
は
Ҩ
଒
の

意
ࢤ
に
よ
り
、
近
਌
者
に
て

ࣥ
り
行
わ
れ
た
。

౦
τ
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

（
10
月
31
日
）

ୀ
職
ử
出
向
ظ
間
満
ྃ
／

Ϡ
マ
ト
運
輸
よ
り
出
向（
適

正
化
事
業
部
適
正
化
事
業
グ

ル
ー
プ
係
һ
ࡾ（
島
Ղ
׮

（
11
月
１
日
）

࠾
用
ử
総
務
部
総
務
・
支

部
支
ԉ
グ
ル
ー
プ
係
һ
、
金

子
ق
来

øý
೔

出
൛
・
印
࡮
・
੡
本
・

取
࣍
専
門
部
会
出
൛
物
関

係
輸
送
࠙
ஊ
会

øþ
೔

৯
ྐ
専
門
部
会
࠭
౶

ҕ
һ
会

øÿ
೔

本
部
健
康
਍
அ（
Ỗ

1Ā
日
）

ù÷
೔

適
正
化
事
業
ࢦ
ಋ
ҕ

һ
会

ùø
೔

引
ӽ
専
門
部
会
引
ӽ

øþ
೔
 

東
ト
協
ν
Ỿ
リ
テ

ィ
ー
ΰ
ル
フ
大
会（
ڱ
山

ΰ
ル
フ
・
ク
ラ
ϒ
）
˝
14

時
ử
特
घ
車
両
通
行
確
認

੍
度
に
関
す
る
講
習
会

（
̬
ｅ
̱
会
議
）

ù÷
೔
 

੨
年
部
海
外
研
修

ừ
10
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

ừ
11
݄
16
Ỗ
30
೔
Ử

ừ
ߐ
ށ
川
ࢧ
部
Ử

˗
ג
式
会
社
ඒ
南
海
ݐ
ࡐ

ử
ߐ
戸
川
区
ਸ਼
ߐ
１
の
62
の

10
の
３
０
２
˜
ὸ
03
・
６
６

３
８
・
７
０
６
２
˜
一
般
貨

物
運
送（
普
通
車
13
୆
）

（
イ
ン
ド
ω
シ
ア
・
ジ
Ỿ

カ
ル
タ
／
Ỗ
24
日
）

ùø
೔
 

14
時
ử
物
流
政
策

ҕ
һ
会（
東
ト
総
合
会
館

／
̬
ｅ
̱
ซ
用
）

ùü
೔
 

13
時
30
分
ử
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

た
め
の
̙
Ｘ
推
進
セ
ϛ
ナ

ー（
東
ト
総
合
会
館
／
̬

ｅ
̱
ซ
用
）
˝
17
時
30
分

ử
ロ
ジ
研
正
෭
本
部
長
会

議
・
װ
事
会
合
同
会
議
・

๨
年
会（
シ
ỿ
ラ
ス
コ
ˍ

ビ
ア
バ
ー
ΰ
ッ
ν
バ
ッ
タ

ۜ
座
）

ùý
೔
 

14
時
ử
運
輸
安
全

ҕ
һ
会（
東
ト
総
合
会
館

／
̬
ｅ
̱
ซ
用
）
˝
17
時

30
分
ử
੨
年
部
װ
事
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

管
理
者
講
習
˜
女
性
部
正

෭
本
部
長
会
議
˜
同
װ
事

会
˜
ࡾ
組
৫
連
བྷ
会

ùú
೔

普
通
救
໋
講
習（
Ỗ

24
日
）

ùû
೔

ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ

̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
５
に

係
る
支
部
報
告
会
˜
同
実

行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ϫ
ー
Ω

ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
˜
引

ӽ
専
門
部
会
役
һ
会

ùý
೔

۝
都
県
市
合
同
๷
ࡂ

܇
࿅（
千
葉
県
コ
ー
ス
）

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
５
日
、
東
ト
総
合
会
館

７
֊
大
会
議
ࣨ
で
、
第
26
ظ

物
流
経
営
࢜
課
ఔ
開
講
式
を

開
催
し
た
。
今
ظ
の
受
講
生

は
、合
計
26
人
。

開
講
式
に
౰
た
り
、
水
野

功
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
持
続

的
に
事
業
を
ܧ
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
適
正
な
運
௞
・

料
金
の
ऩ
受
を
は
じ
め
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
取

引
৚
݅
の
ݟ
௚
し
な
ど
、
ݱ

場
を
支
え
る
体
੍
を
一
૚
強

化
し
て
い
く
ඞ
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
新
し
い
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ニ
ー
ζ
を
開

୓
し
て
い
く
に
は
、
自
社
の

強
み
・
ऑ
み
を
٬
観
的
に
ݟ

つ
め
௚
し
、
ސ
٬
に
۩
体
的

で
આ
得
力
の
あ
る
提
Ҋ
が
で

き
る
人
ࡐ
が
ٻ
め
ら
れ
て
い

る
」と
し
た
。

そ
の
上
で
、「
本
講
座
で

は
こ
う
し
た
ニ
ー
ζ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
物
流
の
基
本

か
ら
実
ફ
的
で
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
知
ࣝ
の
習
得
、

グ
ル
ー
プ
౼
議
な
ど
に
よ
る

プ
レ
θ
ン
テ
ー
シ
ἀ
ン
能
力

の
向
上
に
力
を
஫
い
で
い

る
。
業
務
と
の
両
立
は
大
変

だ
が
、
明
日
へ
の
ඈ
༂
を
ظ

଴
す
る
」
と
受
講
生
を
ܹ
励

し
た
。

続
い
て
、
カ
リ
Ω
ỿ
ラ
ム

ฤ
成
や
修
ྃ
࿦
จ
の
ࢦ
ಋ
・

審
査
な
ど
を
担
౰
す
る
、
神

奈
川
大
学
の
中
田
৴
࠸
名
༪

ڭ
त
が
来
賓
あ
い
さ
つ
。
中

田
氏
は「
物
流
に
つ
い
て
学

Ϳ
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
９
か

月
間
は
普
ஈ
の
業
務
と
は
ҧ

っ
た
新
し
い
ࢗ
ܹ
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
大
き
な
ϝ
リ

ッ
ト
と
な
る
。
஥
間
と
一
ॹ

に
、
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て

ҟ
な
る
立
場
で
࿩
し
合
う
こ

と
で
、
受
講
生
と
し
て
の
関

係
だ
け
で
な
く
会
社
間
の
関

係
も
ߏ
ங
さ
れ
る
。
名
ࢗ
に

物
流
経
営
࢜
と
書
け
る
よ
う

に
、
ؤ
ு
っ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
、
流
通
経
済
大

学
流
通
情
報
学
部
の
大
島
߂

明
ڭ
त
、
౬
ઙ
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
ࣳ
田
ູ
子
氏
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
ࡔ
本
ӳ
໵
経

営
վ
ળ
事
業
部
長
、
東
ト
協

の
஛
内
政
࢘
・
௟
目
ོ
༤
・

ླ
໦
ོ
ࢤ
各
෭
会
長
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
。

続
い
て
、
受
講
生
が
そ
れ

ぞ
れ
受
講
の
動
機
や
๊
ෛ
な

ど
を
述
べ
た
。

本
講
座
を
修
ྃ
し
、
別
に

行
う
ࢼ
ݧ
に
合
格
し
た
者

は
、
全
ト
協
か
ら
物
流
経
営

࢜
資
格
と
し
て
認
定
さ
れ

る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
東
ト

協
が
開
講
し
た
講
座
か
ら
ഐ

出
さ
れ
た
物
流
経
営
࢜
は
、

第
25
ظ
ま
で
で
合
計
７
０
３

人
と
な
る
。

同
日
は
開
講
式
に
続
き
、

記
念
講
ԋ
と
し
て
大
島
氏
が

「
持
続
可
能
な
経
営
環
境
の

ߏ
ங
」
と
題
し
て
講
ԋ
を
行

い
、
受
講
生
が
講
義
に
臨
ん

だ
。

東
ト
協
第
１
ϒ
ロ
ッ
ク

（
千
代
田
・
中
央
・
港
支
部
）

は
11
月
４
日
、
中
央
区
の
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ
ۜ
座
で
、
ࡾ

支
部
ࡾ
組
৫
合
同
研
修
会
を

開
催
し
、
ࡾ
支
部
ࡾ
組
৫
ϝ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
約
70
人

が
参
加
し
た
。研
修
会
で
は
、

流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学

部
の
大
島
߂
明
ڭ
त
が「
վ

正
物
流
関
連
法
と
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
ೋ
法
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
ԋ
し
た
。

開
催
に
౰
た
り
、
中
央
支

部
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
ڀ
会

の
半
田
一
ዳ
部
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
今
回
は
、流
通
経
済

大
学
の
大
島
߂
明
ڭ
त
に
、

関
心
が
高
い
վ
正
物
流
関
連

法
と
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法

に
つ
い
て
講
ԋ
を
お
ئ
い
し

た
。
課
題
が
多
い
業
界
で
あ

る
が
、
研
修
会
の
内
༰
が
一

つ
で
も
皆
様
の
事
業
に
役
立

つ
こ
と
を
ئ
っ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

大
島
氏
は
ま
ͣ
、
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
の
ݱ
状
に

つ
い
て
ղ
આ
。
労
働
時
間
規

੍
へ
の
対
応
が
進
Ή
中
、
国

が
ࢼ
ࢉ
し
た
２
０
２
４
年
に

お
け
る
輸
送
力
の
減
少
は
、

コ
ロ
ナ
Ւ
に
よ
る
国
内
貨
物

輸
送
ྔ
の
減
少
や
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
努
力

に
よ
り
、
ة
機
的
状
況

を
回
ආ
で
き
た
が
、
２

０
３
０
年
に
は
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
に
加

え
、
さ
ら
な
る
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
に
よ
り
、
国

内
貨
物
輸
送
ྔ
の
増
加

が
ݟ
ࠐ
ま
れ
な
い
と
し

て
も
、
輸
送
力
が
大
෯

に
減
少
す
る
ݒ
念
が
続

東
ト
協
は
12
月
８
日
、
令

和
７
年
度
第
１
回
経
営
者
セ

ϛ
ナ
ー（
̬
ｅ
̱
ซ
用
）を

開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は「
物

流
業
界
の
ϝ
ン
タ
ル
ϔ
ル
ス

対
策
」。
参
加
අ
は
ແ
料（
ࠓ

߸
ʹ
ν
ϥ
γ
ಉ
෧
）。

時
間
は
ޕ
後
４
時
Ỗ
５
時

30
分
、
会
場
は

東
ト
総
合
会
館

４
֊
会
議
ࣨ
。

会
場
受
講
の
定
һ
は
50
人

（
先
ண
ॱ
／
定
һ
に
な
り
࣍

第
、受
付
ऴ
ྃ
）。
講
ࢣ
は
、

長
ᖛ
࢈
業
ҩ
事
務
所
の
長
ᖛ

さ
つ
ֆ
先
生
。講
ԋ
内
༰
は
、

「
࢈
業
ҩ
が
ڭ
え
る
物
流
業

界
の
ϝ
ン
タ
ル
ϔ
ル
ス
対

策
」
に
つ
い
て
。
セ
ϛ
ナ
ー

は
、
ԕ
方
の
会
һ
事

業
者
の
た
め
に
̬
ｅ

̱
で
の
受
講
も
可
能
。

受
講
申
し
ࠐ
み

は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
／
セ
ϛ
ナ
ー

情
報
の
開
催
Ҋ
内

「
申
ࠐ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
行

う
。受
付
は
12
月
１
日
ま
で
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
ڭ
ҭ
研
修
・
輸
送

（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

東
ト
協
は

12
月
９
日
、

全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と

の
共
催
に
よ

り
、「
プ
ラ
ン

２
０
２
５
目

ඪ
ୡ
成
フ
ル

セ
ϛ
ナ
ー
Ỗ

削
減
目
ඪ
ୡ

成
へ
の
取
り

セ
ϛ
ナ
ー
内
༰
は
、
①
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
事

ނ
の
܏
向
と
๷
ࢭ
対
策
、
②

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ἀ

ン
の
２
部
ߏ
成
。
交
通
事
ނ

๷
ࢭ
対
策
に
よ
り
一
૚
取
り

組
Ή
た
め
、
全
ト
協
が
策
定

し
た「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お

け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
５
」
の
内
༰
と
交
ࠩ
点
事

ނ
・
௥
ಥ
事
ނ
の
対
策
を
中

心
に
、
最
新
の
情
報
を
৫
り

ࠐ
ん
だ
事
ނ
๷
ࢭ
対
策
に
つ

い
て
ղ
આ
す
る
。

セ
ϛ
ナ
ー
の
講
ࢣ
は
̨
̤

̢
Ｐ
̤
リ
ス
ク
マ
ω
ジ
ϝ
ン

ト
の
担
౰
者
。

受
講
対
象
は
、
会
һ
事
業

者
の
経
営
者
や
管
理
者
な
ど
。

受
講
申
し
ࠐ
み
は
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
セ
ϛ
ナ

東
ト
協
は
12
月
２・３
日
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の

共
催
に
よ
り
、
令
和
７
年
度

「
適
正
原
Ձ
管
理
の
実
ݱ
に

向
け
た
ඪ
準
的
運
௞
活
用
セ

ϛ
ナ
ー
」（
̬
ｅ
̱
ซ
用
）を

開
催
す
る
。受
講
料
は
ແ
料
。

時
間
は
ޕ
後
１
時
30
分
Ỗ

４
時
、
会
場
は
東
ト
総
合
会

館
７
֊
大
会
議
ࣨ
。
定
һ
は

会
場
参
加
が
70
人
、
̬
ｅ
̱

参
加
が
４
０
０
人（
そ
れ
ぞ

れ
先
ண
ॱ
／
定
һ
に
な
り
࣍

第
、受
付
ऴ
ྃ
）。

セ
ϛ
ナ
ー
の
講
ࢣ
は
、
サ

プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
研
ڀ
所
の

ٱ
保
田
精
一
氏
。

ॳ
日
は
ॳ
心
者
向

け
、
２
日
目
は
応
用

的
内
༰
を
ؚ
Ή
セ
ϛ

ナ
ー
で
、
内
༰
は
、

˜
新
し
い「
ඪ
準
的

運
௞
」
の
活
用
、
˜

原
Ձ
計
ࢉ
、
原
Ձ
管
理
の
理

ղ
と
活
用（
物
Ձ
高
、
೩
料

高
、
人
ࡐ
不
足
を
൓
ө
し
た

運
௞
・
料
金
の
設
計
）、
˜

効
果
的
な
運
௞
交
ব
に
つ
い

て
、
˜
原
Ձ
計
ࢉ
、
運
௞
交

ব
に
お
け
る
Ａ
̞
活
用
な

ど
。
ॳ
日
・
２
日
目
で
内
༰

が
一
部
重
ෳ
す
る
が
、
２
日

間
の
受
講
も
可
能
。

受
講
対
象
は
、
会
һ
事
業

者
の
経
営
者
や
管
理
者
、
運

௞
交
ব
担
౰
者
な
ど
。

受
講
申
し
ࠐ
み
は
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
セ
ϛ
ナ

ー
情
報
の
開
催
Ҋ
内「
申
ࠐ

フ
ォ
ー
ム
」か
ら
行
う
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

く
と
આ
明
。

ݱ
ࡏ
も
物
流
の
ة
機
的
状

況
を
回
ආ
す
る
た
め
、
政
府

が
法
վ
正
な
ど
に
よ
る
業
界

支
ԉ
を
行
っ
て
い
る
が
、
持

続
可
能
な
物
流
の
実
ݱ
に

は
、
他
࢈
業
ฒ
み
の
労
働
৚

݅
で
、
新
ଔ
者
や
ए
年
૚
、

女
性
や
高
ྸ
者
の
職
業
選
୒

の
選
୒
ࢶ
に
あ
が
る
よ
う

な
、
ັ
力
あ
る
業
छ
へ
の
վ

ળ
・
転
׵
と
な
る「
働
き
方

վ
ֵ
」と
、少
人
数
で
こ
な
せ

る
物
流
の
࢓
組
み（
省
力
化・

機
ց
化
・
シ
ス
テ
ム
化
）と

な
る「
生
࢈
性
向
上
」の
マ
ッ

ν
ン
グ
が
ݤ
に
な
る
と
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
事
業
者
が

対
応
を
進
め
て
い
る
վ
正
物

流
関
連
法
で
は
、
荷
଴
ち
時

間
の
୹
ॖ
な
ど
、
荷
主
と
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
連
携

し
た
取
り
組
み
が
ඞ
要
で
、

多
く
の
荷
主
が
վ
正
物
効
法

の
対
象
と
な
る
こ
と
を
周
知

す
べ
き
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
ト

ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
に
お
け

る
施
行
ス
ケ
ジ
ỿ
ー
ル
か

ら
、
事
業
者
の
対
応
に
つ
い

て
ղ
આ
し
た
。

大
島
氏
は
、
持
続
可
能
な

物
流
の
実
ݱ
に
向
け
て
、
働

き
方
վ
ֵ
の
推
進
は
、
法
規

੍
な
ど
の
վ
正
に
よ
り
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
今
が

ν
Ỿ
ン
ス
と
ݺ
び
か
け
た
。

研
修
会
に
は
、
水
野
功
会

長
を
は
じ
め
、
٢
本
঎
一
ロ

ジ
研
本
部
長
、
ࠤ
藤
จ
平
੨

年
部
本
部
長
、
原
ྰ
子
女
性

部
本
部
長
ら
が
参
加
。
研
修

会
後
に
開
催
さ
れ
た
࠙
਌
会

で
は
、
水
野
会
長
が
来
賓
と

し
て
ॕ
辞
を
述
べ
、
ࡾ
支
部

ࡾ
組
৫
の
活
༂
に
ظ
଴
す
る

ϝ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

ー
情
報
の
開
催
Ҋ
内「
申
ࠐ

フ
ォ
ー
ム
」か
ら
行
う
。

な
お
、
セ
ϛ
ナ
ー
会
場
で

は
Ｎ
Ｐ
̤
法
人
い
の
ち
の
ϛ

ỿ
ー
ジ
ア
ム
が
実
施
し
て
い

る「
生い

の
ち໋

の
ϝ
ッ
セ
ー
ジ
ల
」

も
ซ
設
す
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

組
み
Ỗ
」
を
開
催
す
る
。
受

講
料
は
ແ
料
。

時
間
は
ޕ
後
１
時
30
分
Ỗ

４
時
30
分
、
会
場
は
東
ト
総

合
会
館
７
֊
大
会
議
ࣨ
。
定

һ
は
50
人（
１
社
１
人
ま
で
、

先
ண
ॱ
に
受
付
／
定
һ
に
な

り
࣍
第
、受
付
ऴ
ྃ
）。

ؔ
৺
ࣄ
ς
ồ
Ϛ
ʹ
ݚ
म
ɾ
ަ
ྲྀ
ਤ
Δ

ࡾ
૊
৫
߹
ಉ
ݚ
म
ձ
Λ
։
࠵ ౦τڠ

ୈùýظ ෺ྲྀܦӦ࢜՝ఔ։ࣜߨ

東

ト

協

ୈ
̍
ϒ
ϩ
ỽ
Ϋ

ઍ
୅
田
・
த
ԝ
・
ߓ
支
部

ܦ
Ӧ
ऀ
η
ϛ
φ
ồ

東
ト
協

ୈ
�
ճ

物
流
業
界
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

12月８日開催

12月２・３日開催

12
月
９
日
開
催

ద
ਖ਼
ݪ
Ձ
؅
ཧ
ͷ
࣮
ݱ
ʹ
޲
͚
ͨ

ඪ
४
త
ӡ
௞
׆
༻
η
ϛ
φ
ồ
東
ト
協

全
ト
協

͢ࢦ໨ࡐΊΒΕΔਓٻ
ùýظùýਓ͕෺ྲྀのϓϩへ

ϓϥン̎̌ ̎̑ ໨ඪ
ୡ੒ϑϧηϛナー

全
ト
協

東
ト
協
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凌雲物流
政子

「お別れの会」ご案内

東
ト
協
フ
ỻ
ス
タ

２
０
２
５
実
行
プ
ロ

ジ
ỻ
ク
ト
会
議（
リ

ー
μ
ー
・
森
本
勝
໵

東
ト
協
海
上
コ
ン

テ
ナ
専
門
部
会（
宮

࣏
๛
部
会
長
）は
こ

の
ほ
ど
、「
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
搬
出
・
搬

入
時
の
荷
଴
ち
の
問

題
に
関
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
」を
࡞
成
し
、

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝

Ｐ
）に
ܝ
載
し
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ϛ
ナ
ル
や
バ
ン

プ
ー
ル
お
よ
び
周
ล
ಓ
࿏
で

ൃ
生
す
る
荷
଴
ち
の
ݱ
状

を
取
り
上
げ
、
荷
主
や
運
送

ҕ
ୗ
者
に
対
し
、
荷
଴
ち
時

ѻ
わ
れ
、
そ
の
対
Ձ
を

「
଴
機
時
間
料
」と
し
て

ケ
ー
ϒ
ル
テ
レ
ビ
̟
⽅
̘

̤
̢
の
情
報
൪
組ứ
ジ
モ
ト

ト
ϐ
ッ
ク
ス
（ɹ
プ
ラ
ス
）Ừ

で
は
９
月
2Ā
日
か
ら
10
月
３

日
ま
で
、
フ
ỻ
ス
タ
の
模
様

を
঺
հ
。
会
場
で
イ
ン
タ
ビ

ỿ
ー
を
受
け
た
水
野
功
会
長

東
ト
協
で
は
、
各
部
会
һ

企
業
に
対
し
、
ඞ
要
に
応
じ

て
̝
Ｐ
か
ら
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
μ
΢
ン
ロ
ー
ド
・
コ
ϐ
ー

し
、
交
ব
の
場
な
ど
で
積
極

的
に
活
用
す
る
よ
う
ݺ
び
か

け
て
い
る
。

詳
細
は
、
東
ト
協
̝
Ｐ
を

参
照
。

は
、「
フ
ỻ
ス
タ
で
は
、ক
来

の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
子
ど

も
た
ち
に
業
界
を
ア
ϐ
ー
ル

し
て
い
る
」と
コ
ϝ
ン
ト
し
、

ඃ
ࡂ
地
支
ԉ
の
ܧ
続
と
と
も

に
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
果
た

す
役
割
を
ૌ
え
た
。

る
と
実
感
し
て
い
る
。
ҕ
һ

会
で
は
、
定
ظ
健
਍
を
は
じ

め
、
ਭ
຾
時
ແ
ݺ
ٵ
঱
ީ
܈

（
̨
Ａ
̨
）ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
ݕ
査
や
೴
̢
̧
̞
ݕ
査
の

̤
２
０
２
５
」

の
実
施
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

森
本
リ
ー
μ
ー

は
、「
౰
ॳ
༧
૝

さ
れ
て
い
た
໠
ॵ

や
Ԍ
ఱ
Լ
と
は
な

ら
ͣ
、
ಶ
ఱ
を
ڬ

ん
だ
開
催
で
あ
っ

た
が
、
支
部
の
皆

様
の
協
力
の
お
か
げ
で
事
ނ

も
な
く
੝
会
ཪ
に
運
Ϳ
こ

と
が
で
き
た
」
と
感
謝
の
ݴ

葉
を
述
べ
、「
プ
ロ
ジ
ỻ
ク

ト
̬
̜
で
、
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
皆
様
の
意
ݟ
を

集
約
し
、
今
後
の
վ
ળ
点
な

ど
を
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
来

年
度
以
߱
の
フ
ỻ
ス
タ
の

開
催
ス
タ
イ
ル
な
ど

に
つ
い
て
ݕ
౼
し
て

い
く
。
࣍
年
度
の
開

催
の
可
൱
に
つ
い
て

は
、
12
月
開
催
༧
定
の
理
事

会
に
上
ఔ
す
る
༧
定
だ
」
と

述
べ
た
。

議
事
で
は
、
フ
ỻ
ス
タ
２

０
２
５
の
実
施
報
告
に
つ
い

て
આ
明
。
ఱ
ީ
は
੖
れ
、
最

高
ؾ
Թ
32
・
１
ˆ
で
、
来
場

者
数
は
ࡢ
年
を
上
回
る
１
万

４
１
５
１
人
と
な
っ
た
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か

ら
始
ま
り
、
各
ス
テ
ー
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、各
支
部・

能
登
支
ԉ
ϒ
ー
ス
、
協
力
団

体
・
協
ࢍ
企
業
・
Ω
ッ
ν
ン

各
Τ
リ
ア
な
ど
を
出
ల
。
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

ນ
を
Լ
Ζ
し
た
。

報
告
書
で
は
、
フ
ỻ
ス
タ

開
催
に
向
け
て
、
̨
Ｎ
̨
を

活
用
し
た
Ｐ
̧
活
動
や
ケ
ー

ϒ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
各
ϝ
デ
ィ

ア
へ
の
出
ԋ
・
ܝ
載（
別
掲

参
照
）、
協
ࢍ
各
社
な
ど
を

取
り
ま
と
め
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
る
と
、「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ

ス
タ
を
以
前
か
ら
知
っ
て
い

た
か
」に
対
し
て
、「
は
い
」と

「
以
前
か
ら
参
加
し
て
い
た
」

を
合
わ
せ
て
、
67
・
１
％
が

認
知
し
て
お
り
、
65
・
７
％

が「
満
足
し
て
い
る
」
と
回

普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
ݕ

査
の
重
要
性
や
要
࠶
ݕ
査
対

象
者
へ
の
事
後
対
応
に
つ
い

て
、
セ
ϛ
ナ
ー
や
ॿ
成
を
行

い
、
会
һ
事
業
者
の
健
康
ى

Ҽ
事
ނ
の
ະ
વ
๷
ࢭ
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
ま
ͣ
、
今
年
度

事
業
の
９
月
末
時
点
の
実
施

状
況
を
આ
明
。
事
業
計

画
で
は
健
康
労
働
促
進

と
し
て
、
健
康
ى
Ҽ
事

ނ
の
๷
ࢭ
、
労
務
管
理

の
推
進
、
福
利
厚
生
対

策
の
推
進
を
柱
と
し
、

各
施
策
を
実
施
し
て
い

る
。
健
康
ى
Ҽ
事
ނ
の

๷
ࢭ
で
は
、
定
ظ
健
਍

受
਍
අ
用
の
一
部
を
ิ

ॿ
し
て
お
り
、
ࡢ
年
度

か
ら
１
人
౰
た
り
２
０

０
０
ԁ
に
増
ֹ
。
༧
ࢉ

݅
数
３
万
݅
に
対
し
、

受
付
݅
数
は
８
９
０
３

݅
で
、
ࣥ
行
率
は
2Ā
・
７
％

と
な
っ
た
。
ま
た
、
̨
Ａ
̨

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ݕ
査
・
೴

̢
̧
̞
ݕ
査
な
ど
の
受
਍
අ

用
の
一
部
ิ
ॿ
の
ほ
か
、
健

康
ى
Ҽ
事
ނ
๷
ࢭ
・
労
務
講

習
会
な
ど
の
開
催
へ
の
ॿ
成

を
行
っ
て
い
る
。

労
務
管
理
の
推
進
で
は
、

ແ
料
の
労
務
相
ஊ
を
６
݅
実

施
。
来
年
２
月
５
・
６
日
に

労
務
講
習
会
を
開
催
༧
定

で
、
各
छ
関
連
資
料
を
全
会

һ
事
業
者
に
配
付
す
る
༧
定
。

福
利
厚
生
対
策
の
推
進
で

は
、健
康
相
ஊ
૭
口
の
開
設
、

東
ト
協
ܖ
約
福
利
厚
生
施
設

の
ॆ
実
お
よ
び
活
用
促
進
、

自
動
車
ڭ
習
所
の
঺
հ
・
周

知
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報

告
。
今
年
度（
９
月
末
時
点
）

の
か
ら
だ
・
こ
こ
Ζ
の
ి
࿩

相
ஊ
に
د
せ
ら
れ
た
26
݅
の

集
計
デ
ー
タ
を
঺
հ
。
続
い

て
、
ҕ
һ
会
関
連
行
事
の
༧

定
に
つ
い
て
審
議
し
、
来
年

１
月
20
日
に
開
催
༧
定
の
ࢹ

野
ো
֐
対
策
セ
ϛ
ナ
ー
の
実

施
Ҋ
に
つ
い
て
ྃ
ঝ
し
た
。

こ
の
後
、
健
康
ى
Ҽ
事
ނ

๷
ࢭ
の
講
࿩
を
実
施
。
ॱ
ఱ

ಊ
大
学
大
学
院
ҩ
学
研
ڀ
科

公
ऺ
Ӵ
生
学
講
座
主
೚
ڭ
त

の
୩
川
෢
氏
は
、
̨
Ａ
̨
に

つ
い
て
の
֓
要
や
交
通
事
ނ

の
リ
ス
ク
を
આ
明
。
確
立
さ

れ
た
࣏
ྍ
に
よ
り
、
事
ނ
率

だ
け
で
な
く
、
̨
Ａ
̨
ጶ
ױ

者
の
健
康
リ
ス
ク
を
௿
Լ
さ

せ
、
ҩ
ྍ
අ
の
௿
Լ
に
も
つ

な
が
る
と
ղ
આ
。

ま
た
、
ｈ
̰
ｒ
̼
ｏ
代
表

取
క
役
̘
ｏ
㏯̘
̚
̤
の
山

東
ਸ
ل
氏
は
、
高
ྸ
化
が
進

Ή
ド
ラ
イ
バ
ー
の
持
病
重
঱

化
を
進
め
な
い
た
め
に
、
お

ༀ
手
帳
ア
プ
リ
の
活
用
な
ど

を
આ
明
し
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
労

務
厚
生
ҕ
һ
会（
大
髙
一
義

ҕ
һ
長
）は
11
月
４
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
令
和
７
年
度

第
１
回
ҕ
һ
会（
̬
ｅ
̱
ซ

用
）を
開
催
し
、
今
年
度
の

労
務
厚
生
関
係
事
業
の
֓
要

と
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に
、
専
門
Ո
か

ら
健
康
ى
Ҽ
事
ނ
に
関
す
る

講
࿩
を
受
け
た
。

๯
಄
、
大
髙
ҕ
һ
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
適
正
化
実
施

機
関
に
よ
る
と
、９
月
末
時

点
で
健
康
਍
அ
ະ
受
਍
の
ࢦ

ఠ
を
受
け
た
事
業
者
は
全
体

の
24
％
で
、
ࡢ
年
同
ظ
ൺ
で

増
加
。
事
業
者
間
で
健
康
਍

அ
の
重
要
性
、
認
ࣝ
度
に
つ

い
て
か
な
り
の
Թ
度
ࠩ
が
あ

東
ト
協
足
立

支
部（
ௗ
ノ
海
学

支
部
長
）は
10
月

11
・
12
日
、
足
立

区
の
ߥ
川
Տ
川
ෑ

「
೒
の
広
場
」
で

開
催
さ
れ
た「
あ

だ
ち
区
民
ま
つ
り

東
ト
協
大
田
支

部（
୩
口
ᚸ
ೋ
支

部
長
）は
11
月
１・

２
日
、
大
田
区
の

平
和
の
森
公
Ԃ
な

ど
３
Τ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
た
第
36
回

「
̤
̩
Ａ
;
れ
あ

い
フ
ỻ
ス
タ
２
０

２
５
」
に
ϒ
ー

ス
を
出
ల
し
、

フ
ỻ
ス
タ
の
開

催
を
੝
り
上
げ
た
。

１
日
に
༧
定
し
て
い
た
支

部
お
よ
び
所
管
警
察
ॺ
・
交

通
安
全
協
会
に
よ
る
ス
ケ
ア

ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
・
交
通
安

全
ڭ
ࣨ
は
、
グ
ラ
΢
ン
ド
コ

ン
デ
ィ
シ
ἀ
ン
不
良
の
た
め

中
ࢭ
と
な
っ
た
が
、
支
部
੨

年
部（
छ
ଜ
୓
࿠
部
長
）が

間
の
ղ
ফ
と
と
も

に「
଴
機
時
間
料
」

へ
の
理
ղ
と
適
正

な
ऩ
受
の
ඞ
要
性

を
ݺ
び
か
け
る
内

༰
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
2Ā
年
11
月

に
施
行
さ
れ
た
ඪ

準
貨
物
自
動
車
運

送
約
׺
վ
正
に
よ

り
、
荷
主
都
合
で

ൃ
生
す
る
荷
଴
ち

時
間
は「
଴
機
時

間
」
と
し
て
取
り

を
行
っ
た
第
1Ā
回「
ເ
を

運
Ϳ
ະ
来
の
ト
ラ
ッ
ク
ֆ

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞

࡞
品
ల
示
な
ど
を
行
っ
た
。

ཌ
２
日
に
は
、
੨
年
部

ϝ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
ஈ

Ϙ
ー
ル
ശ
を
࢖
っ
た
荷
物

積
み
ή
ー
ム
や
大
ܕ
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
席
か
ら
の
ࢮ

֯
体
ݧ
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
役
割
が
身
近
に
感

Ａ
㏯̛
ｅ
͂
̓
̰
２
０
２

５
」
に
支
部
ϒ
ー
ス
を
出
ల

し
、
ト
ラ
ッ
ク
の
日
を
Ｐ
̧

し
た
。

ϒ
ー
ス
で
は
、
フ
ỻ
ス
タ

全
体
イ
ϕ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ス

タ
ン
プ
押
印
ϒ
ー
ス
と
し

て
、
イ
ϕ
ン
ト
全
体
を
੝

り
上
げ
た
。

11
日
は
あ
い
に
く
の
ۭ

模
様
と
な
っ
た
が
、
ϒ
ー

ス
を
๚
れ
た
多
く
の
区
民

に
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」や

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
を

ア
ϐ
ー
ル
。

ま
た
、
フ
ỻ
ス
タ
の
Ｐ

̧
ల
と
し
て
、「
運
転
手

か
ら
ݟ
え
な
い
場
所
っ
て

ど
こ
ʁ
Ỗ
ト
ラ
ッ
ク
ࢮ
֯

体
ݧ
Ỗ
」
の
イ
ϕ
ン
ト
が

３
回
実
施
さ
れ
、
参
加
者
は

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
に
৐
車

し
て
、
実
際
に
ࢮ
֯
を
体
ݧ

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
所
管
警

察
ॺ
に
よ
る
パ
ト
カ
ー
や
白

バ
イ
の
ల
示
・
৐
車
体
ݧ
な

ど
も
行
わ
れ
た
。

ཌ
12
日
に
は
߃、
ྫ
の「
ト

ラ
ッ
ク
タ
イ
Ϡ
引
き
レ
ー

ス
」
を
開
催
。
ະ
ब
学
ࣇ
か

ら
一
般
உ
子
・
女
子
の
各
部

門
に
選
手
１
８
０
人
が
参

加
。
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
の
タ

イ
Ϡ
を
引
っ
ு
り
、
個
人
ઓ

で
そ
の
タ
イ
ム
を
競
っ
た
。

競
技
後
、
೒
の
広
場
ϝ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で
各
部
門
上
位
３

ν
ー
ム
を
表
彰
し
、
ϝ
μ
ル

と
෭
賞
が
贈
ら
れ
た
。

じ
ら
れ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ἀ
ン

の
ほ
か
、
コ
イ
ン
མ
と
し
や

ϐ
ン
Ϙ
ー
ル
な
ど
ԑ
日
෩
の

ή
ー
ム
も
実
施
。
参
加
者
に

は
、
ແ
料
で
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

や
ト
ラ
ッ
ク
ম
き（
人
ܗ
ম

き
）が
ৼ
る
෣
わ
れ
、
各
ア

ト
ラ
ク
シ
ἀ
ン
に
は
ऴ
日
、

長
い
行
ྻ
が
続
い
た
。

౴
。
来
年
の
開
催
が
あ
っ
た

場
合
に
、「
参
加
し
た
い
」が

Ā6
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

支
部
・
ϒ
ロ
ッ
ク
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
ॵ
さ
対
策
の
ඞ

要
性
、
ϒ
ー
ス
配
置
へ
の
配

ྀ
、
連
བྷ
体
੍
の
徹
底
な
ど

の
意
ݟ
が
ڍ
が
っ
た
ほ
か
、

開
催
時
ظ
や
開
催
方
法
の
ݕ

౼
、
支
部
会
һ
を
は
じ
め
運

営
ス
タ
ッ
フ
の
ෛ
担
ܰ
減
、

අ
用
面
で
の
支
ԉ
を
ٻ
め
る

意
ݟ
も
出
さ
れ
た
。

෭
会
長
）は
10
月
24
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
支
部
報
告
会

（
̬
ｅ
̱
ซ
用
）を
開
催
し
、

９
月
14
日
に
ौ
୩
区
の
代
々

໦
公
Ԃ
で
開
催
し
た「
ト
ラ

ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮

運
営
す
る「
運
送
԰
さ
ん
の

お
ま
つ
り
広
場
」
の
ϒ
ー
ス

で
は
、
子
ど
も
免
許
証
の
ൃ

行
や
お
՛
子
の
つ
か
み
ど
り

な
ど
を
通
じ
て
、
来
場
者
に

交
通
安
全
を
ア
ϐ
ー
ル
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ϒ
ー
ス
で
は

ݙ
݂
活
動
や
子
ど
も
৯
ಊ
運

営
の
ื
金
活
動
、
フ
ỻ
ス
タ

ϝ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
表
彰
式

運
௞
と
は
別
に
ऩ
受
で
き
る

こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
こ
う
し

た
੍
度
झ
ࢫ
を
౿
ま
え
、
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ϛ
ナ
ル
な
ど
で

の
଴
機
も
荷
଴
ち
時
間
に
֘

౰
す
る
こ
と
に
৮
れ
て
い
る
。

౦τڠ 労務厚生委員会

݁Ռ౿·͑։࠵౳ݕ౼΁࣮֓ࢪཁΛใࠂ

タ
イ
ヤ
引
き
レ
ー
ス
・
死
角
体
験

交
通
安
全
・
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
を
Ｐ
Ｒ

トラックを身近に

ＯＴＡふれあいフェスタに参加

東
ト
協

足
立
支
部

東
ト
協

大
田
支
部

Ϧ
ồ
ϑ
Ϩ
ỽ
ト
࡞
੒
ɾ
ެ
։

ւ্ίンςナ荷଴ͪ໰୊
ϑ
ỻ
ε
λ
̎
̌
̎
̑

࣮
ߦ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ

౦τڠ

水
野
会
長
が
ト
ラ
ッ
ク
の
役
割
Ｐ
Ｒ

̟
⽅
̘
̤
̢

৘
ใ
൪
૊

ఆ
ظ
݈
਍
受
਍
ɾ
֤
ݕ
査
Λ
ଅ
ਐ

݈
߁
ى
Ҽ
ࣄ
ނ
๷
ࢭ
΁

東

ト

協

ւ
ί
ϯ
෦
ձ
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問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G

◎ 交差点で左折する際は、横断歩道や停止線の手前でいつでも
停止できる速度に減速、または一時停止を行うとともに、指差
し呼称等による進行方面の安全確認を徹底すること。

日　時 10月18日（土） 11時33分頃発生（晴天）
場　所 墨田区内（都道・明治通り）
当事者 ①自転車（女性40代死亡）×②事業用大型貨物車（男性20代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

墨田区東向島

至 三ノ輪

至 亀戸

至
向
島

概　要
事業用大型貨物車が、明治通りを亀戸方向から三ノ輪方向に進
行し、向島方向に左折進行するに際し、交差点出口に設置された
横断歩道を左方から右方に進行してきた自転車と衝突したもの。

※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
ࡂ
֐
๷
ࢭ
協
会（
陸
ࡂ
๷
）

本
部
と
各
都
ಓ
府
県
支
部
の

主
এ
に
よ
り
、
令
和
７
年
度

「
年
末
・
年
始
労
働
ࡂ
֐
๷

ࢭ
強
調
運
動
」（
12
月
１
日
Ỗ

８
年
１
月
31
日
）が
実
施
さ

れ
る
。

陸
ࡂ
๷
で
は
、「
陸
上
貨

物
運
送
事
業
労
働
ࡂ
֐
๷
ࢭ

計
画
」（
５
Ỗ
９
年
度
）に
基

づ
き
、
ࢮ
๢
ࡂ
֐
݅
数
５
％

以
上
の
減
少（
７
年
度
目
ඪ

は
、ÿ6
人
以
Լ
ࢮ、（
ই
ࡂ
֐

݅
数
の
う
ち
௢
མ
・
転
མ
ࡂ

֐
５
％
以
上
の
減
少（
７
年

度
目
ඪ
は
、
４
１
４
１
人
以

Լ
）、
安
全
Ӵ
生
推
進
者
選

೚
の
徹
底
・
レ
ϕ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
能
力
向
上
ڭ
ҭ
の

ॆ
実
を
目
ඪ
に
設
定
し
た
。

本
年
度
は
計
画
の
中
間
年
度

に
౰
た
る
こ
と
か
ら
、
荷
役

労
働
ࡂ
֐
の
減
少
や
、
一
૚

積
極
的
な
安
全
Ӵ
生
活
動
の

推
進
を
ల
開
す
る
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
Ψ
ン
は

「
適
度
な
ス
ト
レ
ッ
ν
を
習

׳
に

み
ん
な
で
取
り
組
Ή

ࠊ
௧
༧
๷
」。
実
施
要
ߝ
で

は
、
取
り
組
み
の
重
点
は
、

「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お

け
る
荷
役
࡞
業
の
安
全
対
策

Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
き
、

各
都
ಓ
府
県
に
お
け
る
荷
主

౳
と
陸
運
事
業
者
と
の
連
携

強
化
・
協
力
促
進
協
議
会
の

開
催
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
୆
な
ど

か
ら
の
௢
མ
・
転
མ
お
よ
び

転
౗
ࡂ
֐
を
対
象
と
し
た
荷

役
労
ࡂ
๷
ࢭ
対
策
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
・
荷
役
ࡂ
֐

๷
ࢭ
安
全
ڭ
ҭ
の
実
施
な

ど
、
荷
役
労
ࡂ
๷
ࢭ
対
策
を

推
進
す
る
。

こ
の
ほ
か
、「
交
通
労
働

ࡂ
֐
๷
ࢭ
の
た
め
の
Ψ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
周
知
、
会
һ
事

業
場
の
安
全
Ӵ
生
水
準
の
向

上
、「
̨
̩
̤
Ｐ
ʂ
転
౗
ࡂ

֐
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
」
へ
の
取

り
組
み
、
定
ظ
健
康
਍
அ
の

実
施
や
そ
の
結
果
に
基
づ
く

事
後
ા
置
の
徹
底
、
ϝ
ン
タ

ル
ϔ
ル
ス
対
策
・
ࠊ
௧
ࡂ
֐

๷
ࢭ
な
ど
も
重
点
事
項
と
し

て
ܝ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
各
会
һ
事
業
場
の

実
施
事
項
と
し
て
、
経
営
ト

ッ
プ
が
労
ࡂ
๷
ࢭ
に
向
け
た

所
৴
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
が
職
場
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
や
従
業
һ
へ

の
ݺ
び
か
け
な
ど
を
行
う
。

さ
ら
に
、
安
全
管
理
者
や
安

全
Ӵ
生
推
進
者
な
ど
が
、
本

運
動
ظ
間
中
、「
職
場
の
安

全
Ӵ
生
自
主
点
ݕ
表
」
に
よ

り
、
職
場
の
安
全
Ӵ
生
点
ݕ

を
実
施
す
る
。

厚
生
労
働
省

が
ま
と
め
た
労

働
ࡂ
֐
ൃ
生
状

況（
９
月
଎
報

஋
）に
よ
る
と
、

陸
上
貨
物
運
送

事
業
に
お
け
る

ࢮ
ই
者
数（
ٳ
業
４
日
以
上
）

は
９
０
４
９
人
で
前
年
同
ظ

ൺ
６
１
１
人（
６
・
３
％
）、

ࢮ
๢
者
数
は
4Ā
人
で
同
1ÿ
人

（
26
・
９
％
）
減
少
し
て
い

る（
以
Լ
、
増
減
は
前
年
同

ظ
ൺ
）。

陸
運
業
の
労
ࡂ
を
事
ނ
の

警
察
庁
の
交

通
事
ނ
౷
計

（
９
月
末
ྦྷ
計
）

に
よ
る
と
、
事

業
用
貨
物
自
動

車
・
第
一
౰
事

者
の
ࢮ
๢
事
ނ

݅
数（
ܰ
貨
物
車
を
আ
く
）

は
１
２
９
݅
で
、
前
年
同
ظ

ൺ
15
（݅
10・４
％
）少
な
い
。

車
छ
別
に
み
る
と
、
ࢮ
๢

事
ނ
݅
数
が
最
も
多
い
大
ܕ

車
が
ÿ1
݅
で
同
８
（݅
９
・

０
％
）、
中
ܕ
車
が
2ÿ
݅
で

同
５
（݅
15
・
２
％
）、準
中

ܕ
車
は
17
݅
で
同
１
（݅
５
・

６
％
）、
普
通
車
は
３
݅
で

同
１
（݅
25
・
０
％
）そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
大
ܕ
車
と

こ
れ
ら
３

車
छ
の
内

数
で
あ

ܕ
別
に
み
る
と
、
ࢮ
ই
ࡂ
֐

で
は
最
も
多
い「
௢
མ
・
転

མ
」
が
２
３
８
０
人
で
同
１

３
８
人（
５
・
５
％
）減
少
、

「
動
࡞
の
൓
動
・
ແ
理
な
動

࡞
」
が
１
４
７
８
人
で
同
２

０
９
人（
12
・
４
％
）
減
少

す
る
一
方
で
、「
転
౗
」は
１

８
７
７
人
で
同
１
１
０
人

（
６
・
２
％
）増
加
し
た
。

ࢮ
๢
ࡂ
֐
で
は
、
全
体
の

約
半
数
を
઎
め
る「
交
通
事

）ނ
ಓ
࿏
）」が
27
人
で
増
減

ແ
し
の
ほ
か
、「
௢
མ・転
མ
」

は
７
人
で
同
５
人（
41
・
７

％
）、「
ඈ

来
・
མ
Լ
」

は
５
人
で

る
、
ト
レ
ー
ラ
ー
は
21
݅
で

同
３
（݅
16
・
７
％
）
増
え

て
い
る
。

月
別（
４
車
छ
合
計
）の

推
移
を
み
る
と
、
６
月
が

９
݅
で
前
年
同
月
ൺ
７
݅

（
43
・
８
％
）
少
な
く
、
７

月
も
９
݅
で
同
10
（݅
52
・

６
％
）
減
少
し
た
が
、
８
月

は
17
݅
で
同
１
（݅
６
・
３

％
）、
９
月
は
17
݅
で
同
５

（݅
41
・
７
％
）
増
加
に
転

じ
た
。

警
ࢹ
庁
交
通

部
は
10
月
24

日
、
年
末
に
向

け
た
交
通
事
ނ

཈
ࢭ
対
策
の
推

進
へ
の
協
力
を

要
請
し
た
。
都

内
の
交
通
事
ނ

情
੎
に
つ
い
て

は
、
９
月
末
時

点
で
ࢮ
者
数
が

の
、
そ
の
約
４
割
が
า
行
者

で
、
自
転
車
や
原
動
機
付
自

転
車
の
ࢮ
者
数
も
増
加
܏
向

に
あ
る
。

ま
た
、
年
末
に
か
け
て
は

า
行
者
や
自
転
車
の
交
通
ࢮ

๢
事
ނ
が
増
加
す
る
܏
向
が

あ
り
、
と
り
わ
け
11
Ỗ
12
月

に
は「
࿏
上
横
թ
」、い
わ
Ώ

る
࿏
上
৸
ࠐ
み
者
に
よ
る
ࢮ

๢
事
ނ
が
多
ൃ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
੎
を
౿
ま

え
、
同
庁
で
は
、
車
両
へ
の

交
通
ࢦ
ಋ
取
り
క
ま
り
や
高

ྸ
者
・
自
転
車
利
用
者
へ
の

交
通
安
全
ࢦ
ಋ
な
ど
、
各
छ

交
通
事
ނ
཈
ࢭ
対
策
を
推
進

し
て
い
く
が
、
一
方
で
、
࿏

上
৸
ࠐ
み
事
Ҋ
は
深
໷
ଳ
を

中
心
に
都
内
の
広
範
囲
で
ൃ

生
し
て
お
り
、
警
察
の
対
応

に
加
え
、
都
民
の
協
力
が
不

可
ܽ
と
し
て
い
る
。

同
庁
は
関
係
団
体
を
通
じ

て
会
һ
事
業
者
な
ど
に
対

し
、
交
通
事
ނ
๷
ࢭ
の
徹
底

に
加
え
、
࣍
の
２
点
の
実
施

を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

ĀĀ
人（
前
年
同
ظ
ൺ
４
人
減
）

と
減
少
܏
向
に
あ
る
も
の

同
２
人（
2ÿ
・
６
％
）、「
は

さ
ま
れ
・
ר
き
ࠐ
ま
れ
」
は

２
人
で
同
９
人（
ÿ1
・
８
％
）

減
少
し
て
い
る
。

全
࢈
業
で
は
、
ࢮ
ই
者
数

は
７
万
５
７
６
３
人
で
同
１

４
８
８
人（
１
・
９
％
）
減

少
し
、
ࢮ
๢
者
数
は
４
２
０

人
で
同
17
人（
３
・
９
％
）

減
少
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
陸
運
業
で

は
ࢮ
๢
者
数
・
ࢮ
ই
者
数
と

も
に
減
少
し
て
い
る
が
、
年

末
年
始
に
か
け
て
、
各
छ
事

ނ
の
ൃ
生
܏
向
が
高
く
な
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
労

ࡂ
事
ނ
๷
ࢭ
対
策
が
ٻ
め
ら

れ
る
。

①
࿏
上
で
৸
ࠐ
み
者
を
ൃ

ݟ
し
た
際
の
１
１
０
൪
通
報

②
通
報
後
、
警
察
官
が
౸

ண
す
る
ま
で
の
間
の
౰
事
者

の
安
全
確
保（
自
車
を
そ
の

場
に
ఀ
ࢭ
さ
せ
、
ϋ
β
ー
ド

ラ
ン
プ
の
点
໓
や
ࡾ
֯
表
示

൘
の
設
置
、
ൃ
Ԍ
౵
の
࢖
用

な
ど
に
よ
る
後
続
車
へ
の
ඇ

ৗ
サ
イ
ン
の
ൃ
৴
な
ど
）

൵
ࢂ
な
交
通
事
ނ
を
１
݅

で
も
減
ら
す
た
め
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
交
通
事
ނ
཈
ࢭ

対
策
の
推
進
を
ݺ
び
か
け
て

い
る
。

ࡢ
年
は
年
間
２
０
０
݅

で
前
年
ൺ
１
（݅
０
・
５
％
）

多
く
、
２
年
連
続
で
増
加
と

な
っ
た
。
今
年
の
９
月
末
時

点
で
は
前
年
を
Լ
回
る
状
況

に
あ
る
が
、
年
末
年
始
の
輸

送
ൟ
๩
ظ
を
ܴ
え
る
に
౰
た

り
、
վ
め
て
事
ނ
๷
ࢭ
対
策

の
強
化
が
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
一
般
車
を
ؚ
め
た

ࢮ
๢
事
ނ
݅
数
は
１
７
４
７

݅
で
前
年
同
ظ
ൺ
7ÿ
（݅
４・

３
％
）減
少
と
な
っ
て
い
る
。

೥
຤
ʹ
޲
͚
ͨ
ަ
௨
ࣄ
ނ
཈
ࢭ
ର
ࡦ

ࢮ
๢
事
ނ
໿
10
ˋ
ݮ
গ

τ
Ϩ
ồ
ϥ
ồ
͸
૿
Ճ
ʹ

用ۀࣄ
՟෺ं

交通事故防止へ
をࡦຽҰମͰର׭
ிࢹܯ

労災発生状況
ް࿑ল�̕ ݄଎ใ஋

ަ௨ނࣄ౷ܭ
ி ９月末累計࡯ܯ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,640 円（税込）

令和７年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

東
京
都
市
圏

交
通
計
画
協
議

会
は
10
月
24

日
、第
６
回「
東

京
都
市
圏
物
資

流
動
調
査
」
の

中
間
報
告
を
取

り
ま
と
め
た
。

同
調
査
は
、
都

市
圏
内
に
立
地

す
る
事
業
所
を

対
象
に
、〝
ど

の
よ
う
な
モ
ノ

が
、ど
れ
だ
け
、

ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
移
動
し
て

い
る
か
〟な
ど
、
モ
ノ
の
動

き
を
把
握
し
、
総
合
的
な
都

市
交
通
計
画
の
推
進
へ
の
活

用
を
目
的
と
す
る
も
の
。
令

和
５
・
６
年
度
に
、
①
事
業

所
機
能
調
査
、
②
企
業
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
③
個
人
の
モ

ノ
の
受
取
調
査
、
④
地
区
物

流
調
査
を
実
施
し
た
。

中
間
報
告
に
よ
る
と
、
都

市
圏
の
物
流
施
設
は
平
成
25

年
度
の
約
１
・
４
万
事
業
所

か
ら
令
和
５
年
度
に
は
約

１
・
６
万
事
業
所
に
増

加
し
た
一
方
で
、
工
場

は
約
３
・
４
万
事
業
所

か
ら
約
３
・
１
万
事
業

所
に
減
少
し
た
。
延
床
面
積

１
万
平
方
㍍
以
上
の
物
流
施

設
は
、
東
京
23
区
の
臨
海
部

や
、埼
玉
県
、横
浜
市
、千
葉

県
西
北
部
に
多
く
位
置
す
る
。

ま
た
、
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
今
後
の
物
流
施

設
立
地
や
貨
物
の
輸
配
送
に

関
す
る
意
向
な
ど
に
つ
い
て

調
査
。
今
後
、
重
要
と
考
え

る
事
項（
別
掲
参
照
）で
は
、

「
物
流
に
関
わ
る
労
働
力
不

足
へ
の
対
応
」（
36
％
）、「
物

流
に
関
わ
る
コ
ス
ト
削
減
」

は
、
警
察
庁
長
官
賞
・
全
ト

協
会
長
賞
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
中
小
企
業
所
属
選

手
の
総
合
得
点
第
１
位
に
贈

ら
れ
る
国
土
交
通
大
臣
賞
は

近
藤
義
樹
さ
ん（
住
化
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
愛
媛
事
業
所
運

輸
部〈
輸
送
課
〉・
愛
媛
県
）、

成
績
優
秀
な
シ
ニ
ア
選
手
に

贈
ら
れ
る
全
ト
協
会
長
特
別

賞
は
白
須
忠
彦
さ
ん（
バ
ン

テ
ッ
ク
セ
ン
ト
ラ
ル
相
模
原

営
業
所
・
神
奈
川
県
）が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
。

最
高
得
点
は
、
１
０
０
０

点
満
点
中
９
９
６
点
で
、
平

均
点
は
８
９
７
点（
学
科
３

６
０
点
／
４
０
０
点
、
実
科

全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
10
月
27

日
、
港
区
の

第
一
ホ
テ
ル

東
京
で
、
第

57
回「
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス

ト
」
表
彰
式

を
開
催
し
、

11
㌧
部
門
優

（
22
％
）な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
物
流
業
界
の
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

個
人
宅
に
向
け
て
貨
物
を
搬

出
し
て
い
る
物
流
施
設
の
事

業
所
数
の
割
合
は
、
調
査
対

象
会
社
の
33
％
と
な
っ
て
い

５
３
７
点
／
６
０
０
点
）だ

っ
た
。
な
お
、
東
京
都
代
表

選
手
は
上
位
入
賞
を
果
た
せ

な
か
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
寺
岡
洋
一

会
長
が
主
催
者
と
し
て
あ
い

さ
つ
し
、
全
選
手
の
健
闘
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、「
職

場
や
地
域
社
会
の
中
で
、
交

通
安
全
の
模
範
的
な
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
役
割
を
担
っ
て

ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

各
賞
の
表
彰
後
、
来
賓
と

し
て
国
交
省
の
岡
野
ま
さ
子

大
臣
官
房
総
括
審
議
官
、
警

察
庁
の
阿
部
竜
矢
長
官
官
房

審
議
官
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

政
府
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

活
用
促
進
の
一
環
と

し
て
、
運
転
免
許
証

と
の
一
体
化
を
本
格

的
に
進
め
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
国
土

交
通
省
は
10
月
17

日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
を
は
じ
め
関

係
団
体
に
対
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

活
用
へ
向
け
た
積
極

的
な
周
知
・
協
力
を

要
請
し
た
。
行
政
手

続
き
や
民
間
サ
ー
ビ

続
き
や
所
管
業
界
に
お
け
る

民
間
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、
積
極
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
身
分
証
明
書
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、①
健
康
保
険
証
利
用（
マ

イ
ナ
保
険
証
）を
基
本
と
し
、

10
月
か
ら
は「
マ
イ
ナ
救
急
」

と
し
て
、
救
急
搬
送
中
の
応

急
処
置
や
病
院
選
定
に
活

用
、
②
パ
ス
ポ
ー

ト
の
新
規
申
請
や

切
り
替
え（
更
新
）
手
続
き

の
際
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で

戸
籍
謄
本
の
提
出
が
不
要
、

③
給
付
金
申
請
時
に
口
座
情

報
の
記
入
や
通
帳
の
写
し
な

ど
の
提
出
が
不
要
と
な
る

「
公
金
受
取
口
座
」
の
登
録

が
可
能
、
④
出
国
前
に
海
外

利
用
の
手
続
き
を
行
う
こ
と

で
、
海
外
で
一
部
の
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
可
能
な
ど
、
利
用

範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
３
月
か
ら
開

始
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
運
転
免
許
証
を
一
体
化
し

た「
マ
イ
ナ
免
許
証
」で
は
、

優
良
・
一
般
運
転
者
は
、
講

習
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で

き
る
ほ
か
、
免
許
更
新
や
住

所
変
更
な
ど
の
手
続
き
が
簡

略
化
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
搭
載
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も

始
ま
っ
て
お
り
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ

ｏ
ｉ
ｄ
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
両

端
末
で
、
専
用
ア
プ
リ
を
通

じ
て
カ
ー
ド
情
報
を
登
録
で

き
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の

ロ
グ
イ
ン
や
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
な
ど
が
可

能
と
な
っ
た
。

政
府
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
柱
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
国

交
省
に
よ
る
今
回
の
協
力
要

請
は
、
そ
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
も
の
と
な
る
。

詳
細
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

ス
で
の
本
人
確
認
書
類
と
し

て
の
利
用
を
推
進
し
、
国
民

の
利
便
性
向
上
と
行
政
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

今
回
の
要
請
は
、
デ
ジ
タ

ル
庁
、警
察
庁
、総
務
省
、法

務
省
、
外
務
省
、
厚
生
労
働

省
の
連
名
で
行
わ
れ
た
も
の

で
、
国
交
省
は「
国
民
の
利

便
性
の
観
点
か
ら
、
行
政
手

は
田
中
宏
樹
さ
ん（
Ｎ

Ｘ
徳
通
鳴
門
支
店
・
徳

島
県
）、
女
性
部
門
で

は
森
永
幸
恵
さ
ん（
日

本
通
運
福
岡
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
支
店
福
岡
南
営

業
セ
ン
タ
ー・福
岡
県
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
者
に

関
東
運
輸
局
は
11
月
７

日
、
横
浜
市
の
横
浜
市
開
港

記
念
会
館
で
、令
和
７
年「
陸

運
及
び
観
光
関
係
従
事
者
関

東
運
輸
局
長
表
彰
式
」
を
開

催
し
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
関
係
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
部

門
で
峯
岸
運
輸（
多
摩
支
部
）

の
髙
橋
強
氏
が
受
賞
。
部
門

を
代
表
し
て
、
藤
田
礼
子
局

長
か
ら
表
彰
状
を
受
領
し
た
。

今
年
の
受
賞
者
は
、９
事
業

部
門
の
合
計
２
６
９
人
で
、

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
部

門
か
ら
は
、
16
人
が
表

彰
さ
れ
た
。

藤
田
局
長
は
式
辞

で
、「
本
日
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
方
は
、

陸
運
お
よ
び
観
光
部
門

に
お
い
て
、
長
年
に
わ

た
り
職
務
に
精
励
さ

携
し
、
ト
ラ

ッ
ク
業
界
に

お
け
る
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
対
応
と
安
全
対
策

の
徹
底
に
引
き
続
き
努
め
て

い
く
」と
語
っ
た
。

式
典
に
は
来
賓
と
し
て
、

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
水
野

功
会
長（
東
ト
協
会
長
）ら

が
出
席
し
た
。

る
。さ

ら
に
、
貨
物
の
輸
配
送

に
関
す
る
取
り
組
み
の
意

向
で
は
、「
運
送
料
や
荷
役

料
な
ど
の
料
金
水
準
の
適
正

化
」「
入
出
荷
情
報
な
ど
の
事

前
共
有
」「
積
載
効
率
向
上
」

「
納
品
日
の
集
約
や
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
延
長
」
な
ど
に
つ

い
て
、
計
画
し
て
い
る
・
関

心
が
あ
る
と
す
る
事
業
所
が

半
数
を
超
え
て
い
る
。

中
間
報
告
の
詳
細
は
、
東

京
都
お
よ
び
国
土
交
通
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
先

を
参
照
。

勝
で
総
合
得
点
第
１
位
の
髙

山
涼
太
さ
ん（
日
本
通
運
宮

崎
支
店
宮
崎
事
業
所
・
宮
崎

県
）が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
、
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
日
本
一
の
栄
冠
に
輝

い
た
。

大
会
に
は
、
地
区
大
会
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
１
４
６
人

が
出
場
。
学
科
・
実
科
競
技

が
10
月
25・26
日
の
２
日
間
、

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
の
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安

全
運
転
中
央
研
修
所
で
行
わ

れ
た
。

競
技
の
結
果
、
４
㌧
部
門

で
は
中
川
宏
昭
さ
ん（
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ー
ド
西
日
本
本
社
営

業
所
・
大
阪
府
）、
11
㌧
部

門
で
は
総
合
優
勝
の
髙
山
涼

太
さ
ん
、
ト
レ
ー
ラ
部
門
で

れ
、
勤
務
成
績
優
秀
に
し
て

他
の
模
範
と
な
る
方
々
ば
か

り
だ
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力

に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
」

と
述
べ
、
各
受
賞
者
の
功
績

を
た
た
え
た
。ま
た
、「
物
流

の
面
で
は
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
、
わ
が
国
の
経
済
社
会

活
動
の
基
盤
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
安
全
確
保

を
支
え
る
運
送
事
業
の
維
持

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ

た
上
で
、「
関
運
局

と
し
て
も
、
国
土

交
通
省
な
ど
と
連

各
部
門
優
勝
者（
左
か
ら

中
川
さ
ん
、
内
閣
総
理
大

臣
賞
の
髙
山
さ
ん
、
田
中

さ
ん
、森
永
さ
ん
）。

運送料・荷役料の料金水準の適正化へ取り組む

内閣総理大臣賞 髙山さん（宮崎県
代　表）

プロトラックドライバー日本一に

全
国
ド
ラ
コ
ン

全
ト
協

第
57
回

関
係
団
体
に
周
知
要
請

マイナンバーカード活用を促進政府

陸
運
従
事
者
表
彰

関
運
局

東
ト
協
髙
橋
氏
が
受
賞

東
京
都
市
圏
交
通
計
画
協
議
会

「
都
市
圏
物
資
流
動
調
査
」中
間
報
告
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「
急
͙
日
も

足
ࢭ
め
Ր
を
ࢭ

め
準
උ
よ
し
」。

ফ
๷
ॺ
の
ポ
ス

タ
ー
で
今
月
９

日
か
ら
15
日
ま
で
ळ
の
Ր

ࡂ
༧
๷
運
動
と
知
っ
た
˗

๨
れ
が
た
い
の
が
新
॓
西

口
ҿ
৯
店
֗
、
通
শ
「
ࢥ

い
出
横
ஸ
」
と
い
わ
れ
る

ҿ
み
԰
֗
の
Ր
ࡂ
だ
。
１

９
９
９
年
11
月
24
日
ன
ա

͗
に
出
Ր
、
３
分
の
１
ほ

ど
の
店
が
全
半
ম
し
て
４

時
間
後
に
௟
Ր
し
た
˗

〝
昭
和
຅
入
感
〟
た
っ
΀

り
の
「
横
ஸ
」
は
、
ॸ
民

的
で
安
く
て
う
ま
い
と
、

ए
者
に
も
人
ؾ
だ
。
ബ
給

の
身
に
は
ਵ
分
と
お
ੈ
࿩

に
な
っ
た
の
で
、
Ր
ࡂ
後

し
ば
ら
く
は
ऐ
し
い
日
々

が
続
い
た
こ
と
を
֮
え
て

い
る
˗
新
॓
西
口
঎
店
֗

ৼ
ڵ
組
合
で
は
Ր
ࡂ
の
日

の
11
月
24
日
を
「
ࢥ
い
出

横
ஸ
の
日
」
と
ܾ
め
、
事

ނ
の
ڭ
܇
を
๨
れ
ͣ
、
๷

Ր
・
๷
ࡂ
意
ࣝ
を
高
め
つ

つ
、
知
恵
と
努
力
で
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

う
˗
「
横
ஸ
」
の
ル
ー
π

は
ઓ
後
ҋ
市
。
今
も
そ
の

名
࢒
で
、
ྡ
の
店
と
น
が

く
っ
つ
い
た
଄
り
に
な
っ

て
い
る
店
が
多
い
そ
う

だ
。
そ
う
し
た
ີ
集
Τ
リ

ア
は
๷
Ր
・
๷
ࡂ
に
と
っ

て
は
あ
ま
り
よ
Ζ
し
く
な

い
。
だ
が
、
横
ஸ
・
長
԰

な
ら
で
は
の
交
流
も
ࣺ
て

が
た
い
˗
勤
め
を
ऴ
え
て

「
横
ஸ
」
に
急
͙
日
も
多

い
。
Ώ
っ
た
り
と
࢓
事
で

Ր
照
っ
た
心
の
Ր
छ
を
ফ

し
ࢭ
め
、
明
日
に
向
け
て

「
準
උ
よ
し
」と
し
た
い
。
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★�10月10日号「ナンバープレース」の正解は
「１６（７＋９）」でした。

Ԡ ื ํ ๏

同じ数字には同じ文字、違う
数字には違う文字を入れ、意
味のある言葉になるよう盤面
を埋めてください。完成後、
解答欄にできる言葉が答え
です。
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部
の
環
状
࿏
ઢ
と
し
て
׬
成
し
た
。

山
手
ઢ
１
周
の
Ω
ロ
ఔ
は
34
・
５

ἅ
㍍
。
ඪ
準
の
所
要
時
間
は
約
5Ā
分

を
要
す
る
。
１
ྻ
車
が
始
ൃ
か
ら
ऴ

ి
ま
で
20
周
を
運
行
し
、そ
の
૸
行

ڑ
཭
は
、東
京
か
ら
੨
森
ま
で
に
相

౰
す
る
。
ま
た
、車
両
保
有
୆
数
も

11
両
ฤ
成
で
༧
උ
車
を
ؚ
め
50
本
、

計
５
５
０
両
が
活
༂
し
て
お
り
、１

࿏
ઢ
と
し
て
の
保
有
୆
数
は
、他
ઢ

を
ѹ
౗
す
る
規
模
だ
。

車
体
の
イ
ϝ
ー
ジ
カ
ラ
ー
と
い
え

ば
、
΢
グ
イ
ス
৭
。
１
９
６
３（
昭

和
3ÿ
）
年
の
車
体
更
新
以
来
、
同
৭

は
、今
日
ま
で
引
き
ܧ
が
れ
て
い
る
。

ઢ
名
の
正
式
な
ݺ
び
名
は「
や
ま
の

て
」
ઢ
だ
が
、「
や
ま
て
」
ઢ
と
ࠞ
用

さ
れ
る
。
開
業
時
に
は「
や
ま
の
て
」

ઢ
と
໋
名
さ
れ
、後
に「
や
ま
て
」ઢ

に
変
わ
り
࠶、
び「
や
ま
の
て
」ઢ
に

໭
る
と
い
う
、名
শ
が
変
ભ
す
る
の

も
௝
し
い
。

環
状
運
行
１
０
０
周
年
を
機
に
、

վ
め
て
山
手
ઢ
１
周
の
ཱྀ
に
出
か
け

て
は
ど
う
だ
Ζ
う
か
。

（
明
࣏
1ÿ
）
年
に
開
通
し

た
品
川
Ỗ
੺
Ӌ
間
を
結
Ϳ

「
品
川
ઢ
」
が
ݱ
ࡏ
の
山

手
ઢ
の
原
ܕ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
１
９
０
３（
明
࣏

36
）
年
に
は
஑
ା
か
ら
田

端
を
結
Ϳ「
๛
島
ઢ
」
が

開
通
し
、
そ
の
６
年
後
に

は
品
川
ઢ
を
౷
合
さ
せ
、

ి
化
の
׬
ྃ
と
同
時
に

「
山
手
ઢ
」と
な
っ
た
。

そ
の
後
、１
９
１
９（
大
正
８
）年

に
中
央
本
ઢ
が
、新
॓
Ỗ
࢛
π
୩
Ỗ

ޚ
஡
ノ
水
を
経
༝
し
て
山
手
ઢ
に
઀

続
し
た
こ
と
で
、
外
回
り（
時
計
周

り
）で
上
野
に
ࢸ
る「
の
」の
ࣈ
を
ඳ

く
࿏
ઢ
と
な
り
、
さ
ら
に
、
１
９
２

５（
大
正
14
）
年
に
は
上
野
Ỗ
東
京

間
の
高
Ս
ઢ
工
事
の
׬
ྃ
で
、都
心

山
手
ઢ
が
11
月
１
日
、環
状

運
転
開
始
か
ら
１
ੈ
ل
を
ܴ

え
た
。１
８
７
２（
明
࣏
５
）年
、

わ
が
国
ॳ
の
మ
ಓ
が
新
橋（
ݱ

ࡏ
の
ࣚ
ཹ
）
Ỗ
横
浜（
ݱ
ࡏ
の

ࡩ
໦
ொ
）間
で
開
業
し
た
。
一

方
、２
年
後
に
は
上
野
を
ى
点

と
す
る
日
本
మ
ಓ
が
੺
Ӌ
、஑
ା
へ

の
࿏
ઢ
延
長
を
計
画
し
、１
８
８
５

山手線環状１００周年

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

ᾇ
ա
࿑
ࢮ
౳
๷
ࢭ
ܒ
ൃ
݄
ؒ

ͷ
֓
ཁ11

月
は
、「
ա
労
ࢮ
౳
๷

ࢭ
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
く

「
ա
労
ࢮ
౳
๷
ࢭ
ܒ
ൃ
月
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
で
は
、
月
間
中
に

各
都
ಓ
府
県
で「
ա
労
ࢮ
౳

๷
ࢭ
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
΢

ム
」を
開
催
す
る
ほ
か
、「
ա

重
労
働
ղ
ফ
Ω
Ỿ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
、
長
時
間
労
働

の
ੋ
正
や
௞
金
不
෷
い
࢒
業

な
ど
の
ղ
ফ
に
向
け
た
重
点

的
な
؂
ಜ
ࢦ
ಋ
や
セ
ϛ
ナ
ー

の
開
催
、
一
般
の
方
か
ら
の

労
働
に
関
す
る
相
ஊ
を
ແ
料

で
受
け
付
け
る「
ա
重
労
働

ղ
ফ
相
ஊ
μ
イ
Ϡ
ル
」
な
ど

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

ᾈ
ա
࿑
ࢮ
౳
ͷ
ݱ
ঢ়

「
ա
労
ࢮ
౳
」と
は
、ա
労

ࢮ
౳
๷
ࢭ
対
策
推
進
法
第
２

৚
に
お
い
て
、「
業
務
に
お

け
る
ա
重
な
ෛ
荷
に
よ
る
೴

݂
管
࣬
ױ
ຢ
は
心
ଁ
࣬
ױ
を

原
Ҽ
と
す
る
ࢮ
๢
、
も
し
く

は
業
務
に
お
け
る
強
い
心
理

的
ෛ
荷
に
よ
る
精
神
ো
֐
を

原
Ҽ
と
す
る
自
ࡴ
に
よ
る
ࢮ

๢
ຢ
は
こ
れ
ら
の
೴
݂
管
࣬

ױ
・
心
ଁ
࣬
ױ
・
精
神
ো
֐
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
で
は
、
ա
重
労
働

が
原
Ҽ
で
ൃ
঱
し
た
೴
・
心

ଁ
࣬
ױ
や
、
強
い
ス
ト
レ
ス

が
原
Ҽ
で
ൃ
病
し
た
精
神
ো

֐
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
成

14
年
以
߱
、
労
ࡂ
請
ٻ
݅
数

や「
業
務
上
࣬
病
」
と
認
定

さ
れ
た
支
給
ܾ
定
݅
数
な
ど

を
年
１
回
取
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。

令
和
７
年
６
月
25
日
に
公

表
さ
れ
た
令
和
６
年
度「
ա

労
ࢮ
౳
の
労
ࡂ
ิ
ঈ
状
況
」

の
内
༰
は
、
࣍
の
通
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

①
概
要

ա
労
ࢮ
౳
に
関
す
る
労
ࡂ

保
険
の
請
ٻ
݅
数
は
４
８
１

０
݅
で
、
前
年
度
ൺ
２
１
２

݅
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
支
給
ܾ
定
݅
数

は
１
３
０
４
݅
で
前
年
度
ൺ

１
９
６
݅
の
増
加
と
な
り
、

う
ち
ࢮ
๢
・
自
）ࡴ
ະ
਱
を

ؚ
Ή
）
݅
数
は
、
前
年
度
ൺ

21
݅
増
加
の
１
５
９
݅
で
し

た
。
全
体
と
し
て
、
状
況
は

さ
ら
に
ѱ
化
し
て
い
る
も
の

と
み
ら
れ
、
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

②
脳
・
心
臓
疾
患
に
関

す
る
事
案
の
労
災
補
償

状
況೴

・
心
ଁ
࣬
ױ
に
関

す
る
事
Ҋ
の
労
ࡂ
ิ
ঈ
状
況

を
み
る
と
、
請
ٻ
݅
数
は
１

０
３
０
݅
で
前
年
度
ൺ
７
݅

の
増
加
、
支
給
ܾ
定
݅
数
は

２
４
１
݅
で
前
年
度
ൺ
25
݅

の
増
加
と
な
り
、
う
ち
ࢮ
๢

݅
数
は
前
年
度
ൺ
９
݅
増
の

67
݅
で
し
た
。
各
項
目
と
も

に
݅
数
が
増
加
し
て
お
り
、

վ
ળ
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

೴
・
心
ଁ
࣬
ױ
に
つ
い
て

は
、
労
働
時
間
の
長
さ
と
の

関
係
が
ݦ
ஶ
で
あ
る
た
め
、

特
に
運
送
業
で
は
、
े
分
な

対
策
が
ٻ
め
ら
れ
ま
す
。
実

際
に
、
支
給
ܾ
定
݅
数
を
時

間
外
労
働
時
間
別（
௚
前
１

か
月
ま
た
は
２
Ỗ
６
か
月
に

お
け
る
１
か
月
平
均
）で
み

る
と
、ධ
Ձ
ظ
間
１
か
月（
௚

前
１
か
月
）で
は「
１
０
０

時
間
以
上
Ỗ
１
２
０
時
間
ະ

満
」
の
1ÿ
݅
が
最
も
多
く
、

「
ධ
Ձ
ظ
間
２
Ỗ
６
か
月
に

お
け
る
１
か
月
平
均
」
で
は

「
ÿ0
時
間
以
上
Ỗ
１
０
０
時

間
ະ
満
」
の
63
݅
が
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
छ
別（
中
分
類

の
上
位
15
業
छ
）で
は「
ಓ

࿏
貨
物
運
送
業
」
が
支
給
ܾ

定
݅
数
76
（݅
40
・
６
％
）、

職
छ
別
で
は「
自
動
車
運
転

従
事
者
」
が
支
給
ܾ
定
݅
数

72
（݅
36
・
７
％
）で
と
も

に
最
多
と
な
り
、「
೴
・
心

ଁ
࣬
ױ
の
ա
労
ࢮ
౳
」
の
支

給
ܾ
定
݅
数
全
体
の
う
ち
、

３
分
の
１
以
上
を
運
送
業
の

運
転
従
事
者
が
઎
め
て
い
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、６
年
４
月
վ
正

後
の「
վ
ળ
基
準
告
示
」
に

お
い
て
、
運
転
従
事
者
の
月

の
߆
ଋ
時
間
の
上
ݶ
で
あ
る

原
ଇ
２
８
４
時
間
と
し
た
場

合
で
も
、
約
Ā1
時
間
ఔ
度
の

時
間
外
労
働
が
可
能
で
あ

り
、
特
ྫ
の
３
１
０
時
間
の

߆
ଋ
時
間
と
な
る
と
、
約
１

１
７
時
間
ఔ
度
の
時
間
外
労

働
が
可
能
と
な
る
こ
と
と
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
同
年
４
月
施
行

の
時
間
外
労
働
の
上
ݶ
規
੍

に
お
い
て
も
、
年
間
９
６
０

時
間
、
月
平
均
ÿ0
時
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
վ

ળ
基
準
告
示
や
時
間
外
労
働

の
上
ݶ
規
੍
を
ݶ
度
に
近
い

時
間
で
९
क
し
て
い
て
も

「
೴
・
心
ଁ
࣬
ױ
に
よ
る
ա

労
ࢮ
౳
」
を
ൃ
生
さ
せ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を

վ
め
て
े
分
に
認
ࣝ
す
る
ඞ

要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
ྸ
別
の
支
給

ܾ
定
݅
数
を
み
る
と
、「
50

Ỗ
5Ā
ࡀ
」が
１
２
９
݅
、「
40

Ỗ
4Ā
ࡀ
」が
60
݅
、「
60
ࡀ
以

上
」
が
44
݅
の
ॱ
に
多
く
な

っ
て
お
り
、
高
ྸ
化
が
進
Ή

運
送
業
の
運
転
従
事
者
の

「
೴
・
心
ଁ
࣬
ױ
に
よ
る
ա

労
ࢮ
౳
」
の
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
が
み
て
と
れ
ま
す
。

③
精
神
障
害
に
関
す
る
事
案

の
労
災
補
償
状
況

精
神
ো
֐
に
関
す
る
事

Ҋ
の
労
ࡂ
ิ
ঈ
状
況
を
み

る
と
、
請
ٻ
݅
数
は
３
７
８

０
（݅
前
年
度
ൺ
２
０
５
݅

増
）、
支
給
ܾ
定
݅
数
は
１

０
５
５
（݅
同
１
７
２
݅
増
）

と
な
り
、
う
ち
ະ
਱
を
ؚ
Ή

自
ࡴ
݅
数
は
ÿÿ
（݅
同
９
݅

増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
請

ٻ
・
支
給
ܾ
定
݅
数
と
も

に
、
ຖ
年
ա
ڈ
最
高
を
更
新

し
続
け
て
い
る
大
変
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
精
神
ো
֐
に
関
す
る

事
Ҋ
は
、
労
働
時
間
の
長
さ

と
の
明
確
な
ൺ
ྫ
関
係
が
み

ら
れ
ͣ
、
業
छ
は「
社
会
保

険・社
会
福
հ・ࢱ
ޢ
事
業
」、

職
छ
が「
一
般
事
務
従
事
者
」

が
最
多
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
特
に
運
送
業
で
ൃ
生

の
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、

主
な
原
Ҽ
が「
上
࢘
౳
か
ら

身
体
的
߈
ܸ
౳
の
パ
ϫ
ー
ϋ

ラ
ス
ϝ
ン
ト
を
受
け
た
」
が

最
多
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

原
Ҽ
の
４
൪
目
と
な
っ
て
い

る
セ
ク
シ
Ỿ
ル
ϋ
ラ
ス
ϝ
ン

ト
を
ؚ
Ή
ϋ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
๷

ࢭ
対
策
に
取
り
組
Ή
こ
と
が

重
要
で
す
。

ᾉ
ӡ
ૹ
ۀ
ʹ
͓
͚
Δ
ա
࿑
ࢮ

౳
๷
ࢭ
ର
ࡦ

前
記
か
ら
、
運
送
業
に
お

け
る
ա
労
ࢮ
౳
๷
ࢭ
対
策
と

し
て
、運
転
手
の
߆
ଋ
時
間・

労
働
時
間
の
管
理
を
徹
底

し
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
の
時
間
外
労
働
の
上
ݶ
規

੍
で
あ
る
９
６
０
時
間（
月

平
均
ÿ0
時
間
）
以
Լ
を
確
実

に
ୡ
成
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
会
社
に
と
っ
て
重
大
な

リ
ス
ク
と
な
る
ա
労
ࢮ
౳
の

๷
ࢭ
の
た
め
、
一
૚
の
労
働

時
間
୹
ॖ
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
が
ٻ
め

ら
れ
ま
す
。

11
月
は

  「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」で
す


